
素素
敵敵
なな
店店
がが
、、
ここ
んん
なな
とと
ここ
ろろ
にに
。。 

丘丘
のの
上上
のの
シシ
ョョ
ッッ
ププ
第第 8800 回回 

肉肉
厚厚
のの
ホホ
ンン
モモ
ノノ
のの
シシ
イイ
タタ
ケケ
、、
味味
わわ
っっ
てて
みみ
てて
下下
ささ
いい
。。 

22002222 年年 77月月 2200 日日発発行行（（毎毎月月１１回回発発行行）） 第第８８００号号 

緑が丘・黒石野地区などから見える

印象深い景色をお届けします。

丘の上百景

6 月に現れた すごい夕焼け空（ 6/11 松園方面上空 ）

佐佐々々木木 曻曻 社社長長 ささんん 

ににおお聞聞ききししままししたた。。 

創創刊刊７７年年目目にに入入っってていいまますす。。紙紙面面ををリリニニュュアアルルししままししたた。。 ロロ
ッッ
クク
ババ
ンン
ドド
「「クク
イイ
ーー
ンン
」」のの
楽楽
曲曲 

『『手手
をを
とと
りり
ああ
っってて
』』 

ララ
ジジ
オオ
かか
らら
流流
れれ
てて
きき
てて 

聴聴
きき
入入
っったた 

ササ
ビビ
はは 
洋洋
楽楽
なな
のの
にに
何何
とと
日日
本本
語語 

♪♪ 

手手
をを
取取
りり
ああ
っってて
～～ 

ここ
のの
まま
まま
行行
ここ
うう
～～ 

愛愛
すす
るる
人人
よよ 

すす
るる
とと
創創
作作
歌歌
詞詞
がが
浮浮
かか
んん
でで
きき
たた 

そそ
れれ
をを
海海
外外
のの
ロロ
ッッ
クク
ババ
ンン
ドド
にに 

歌歌
っってて
もも
らら
いい
たた
くく
てて 

♪♪ 

ＯＯ
ｍｍ
ｏｏ
ｔｔ
ｅｅ
ｎｎ
ａａ
ｓｓ
ｈｈ
ｉｉ  
ＷＷ
ｏｏ
ｒｒ
ｌｌ
ｄｄ 

？？ 
 

笑笑
わわ
せせ
るる
わわ
～～ 

ＯＯ
ＭＭ
ＯＯ
ＴＴ
ＥＥ
ＮＮ
ＡＡ
ＳＳ
ＨＨ
ＩＩ
でで
世世
界界
がが 

満満
たた
ささ
れれ
てて
いい
るる
とと
でで
もも
言言
うう
のの
？？ 

曲曲
のの
タタ
イイ
トト
ルル
もも
浮浮
かか
んん
でで 

『『ＯＯ--

ＷＷ
ｏｏ
ｒｒ
ｌｌ
ｄｄ
』』   

そそ
れれ
かか
らら 

ああ
るる
フフ
レレ
ーー
ズズ
がが
降降
りり
てて
来来
てて 

『『ＯＯ
ＭＭ
ＯＯ
ＴＴ
ＥＥ
ＮＮ
ＡＡ
ＳＳ
ＨＨ
ＩＩ
社社
会会
』』  

（（そそ
のの
テテ
ーー
ママ
のの
小小
説説
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
小小
説説
のの 

タタ
イイ
トト
ルル
はは 

『『がが
丘丘
レレ
デデ
ィィ
』』、、
盛盛
岡岡
タタ
イイ
ムム
スス 

でで
木木
曜曜
日日
、、
伊伊
古古
兄兄
ロロ
タタ
ささ
んん
がが
連連
載載
中中
でで
すす
）） 

ああ
なな
たた
のの
隣隣
でで
暮暮
らら
せせ
れれ
ばば
・・・・・・・・ 

天天
空空
のの
丘丘
でで
思思
っってて
いい
まま
すす 

発行：NPO 法人いわて地域活性化フォーラム「緑が丘しんぶん 丘」編集室  滝沢市巣子 208-31 メール iwate.forum2015@gmail.com FAX 019-641-9678

緑が丘、黒石野、東黒石野、東緑が丘、岩脇町、上田堤、高松、上田、桜台等への全戸配布型フリー（無料）ペーパー。約１万３千３百部発行。
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 広広告告ののおお申申込込みみ等等はは、、メメーールル又又はは FFAAXX ででおお願願いいししまますす！！ 

「「終終 

独独
自自
のの
「「
吊吊
棒棒
栽栽
培培
法法
」」 

菌菌
床床
シシ
イイ
タタ
ケケ
のの
栽栽
培培
方方
法法
はは
通通
常常
、、
数数
段段
のの
棚棚
にに

菌菌
床床
をを
並並
べべ
まま
すす
がが
、、
棚棚
のの
下下
段段
にに
いい
くく
にに
つつ
れれ
換換
気気

がが
悪悪
くく
てて
収収
量量
やや
品品
質質
にに
問問
題題
がが
見見
らら
れれ
まま
しし
たた
。。 

膝膝
をを
つつ
いい
てて
のの
作作
業業
のの
身身
体体
的的
負負
担担
もも
大大
きき
いい
。。 

そそ
ここ
でで
思思
いい
付付
いい
たた
のの
がが
「「
吊吊
りり
棒棒
」」
にに
よよ
るる
栽栽
培培

方方
法法
でで
しし
たた
。。 

アア
ググ
リリ
ププ
ララ
ンン 

ささ
んん 

盛盛
岡岡
市市
大大
ケケ
生生
６６ 

今今号号はは、、高高松松・・上上田田・・桜桜台台地地区区ににもも配配布布さされれてていいまますす。。 

11 万万３３千千３３百百世世帯帯 にに毎毎月月、、無無料料配配布布ししてていいまますす！！ 

広広告告ををおお待待ちちししてていいまますす。。 

肉肉厚厚ののシシイイタタケケ 

ププリリッッととししたた肉肉厚厚ののシシイイタタケケににななりりまますす 

有有限限会会社社アアググリリププラランン   
電電話話 001199--669966--55115511 

hhttttpp::////wwwwww..aaggrriippllaann--iiwwaattee..ccoo..jjpp 

「「
吊吊
棒棒
栽栽
培培
法法
」」
をを
思思
いい
付付
いい
たた
キキ
ッッ
カカ
ケケ 

アア
イイ
デデ
アア
のの
ヒヒ
ンン
トト
はは
、、
ホホ
タタ
テテ
貝貝
のの
養養
殖殖
でで
すす
。。 

菌菌
床床
をを
吊吊
りり
下下
げげ
てて
栽栽
培培
すす
るる
とと
いい
うう
方方
法法
、、
菌菌
床床

にに
穴穴
をを
開開
けけ
てて
青青
色色
のの
棒棒
をを
通通
しし
てて
、、
菌菌
床床
をを
上上
かか
らら

ぶぶ
らら
下下
げげ
まま
すす
。。（（
写写
真真
をを
参参
照照
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。）） 

菌菌
床床
同同
士士
がが
ぶぶ
つつ
かか
らら
なな
いい
よよ
うう
にに
すす
るる
たた
めめ
にに
クク

リリ
ッッ
ププ
でで
棒棒
をを
固固
定定
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

「「
吊吊
棒棒
栽栽
培培
法法
」」
のの
秘秘
密密 

ここ
のの
吊吊
棒棒
でで
育育
てて
たた
シシ
イイ
タタ
ケケ
はは
、、
肉肉
厚厚
でで
シシ
ッッ
カカ

リリ
とと
しし
たた
シシ
イイ
タタ
ケケ
にに
なな
りり
まま
すす
。。 

パパ
イイ
ププ
（（
２２
ｍｍ
ほほ
どど
上上
部部
のの
高高
ささ
にに
ああ
るる
））
にに
、、
青青

色色
のの
棒棒
をを
傘傘
のの
柄柄
のの
よよ
うう
にに
曲曲
げげ
てて
引引
っっ
掛掛
けけ
るる
とと
いい

うう
栽栽
培培
方方
法法
でで
すす
。。（（
左左
のの
写写
真真
をを
参参
照照
。。）） 

菌菌
種種
棚棚
がが
無無
いい
ここ
とと
でで
空空
気気
のの
対対
流流
がが
発発
生生
しし
やや
すす

くく
換換
気気
にに
ムム
ララ
がが
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
収収
穫穫
・・
清清
掃掃
作作
業業
がが

しし
やや
すす
くく
、、
施施
設設
内内
をを
清清
潔潔
にに
保保
つつ
ここ
とと
にに
なな
りり
まま
すす
。。 

ここ
のの
シシ
イイ
タタ
ケケ
をを
ブブ
ララ
ンン
ドド
化化
しし
たた
いい 

三三
つつ
星星
、、
五五
つつ
星星
とと
いい
うう
ブブ
ララ
ンン
ドド
にに
なな
れれ
ばば
いい
いい

なな
ああ
とと
思思
いい
まま
すす
。。
全全
国国
各各
地地
かか
らら
栽栽
培培
技技
術術
をを
知知
りり

たた
いい
とと
いい
うう
要要
望望
もも
ああ
りり
、、
全全
国国
をを
回回
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

ここ
のの
シシ
イイ
タタ
ケケ
のの
フフ
ァァ
ンン
もも
増増
ええ
てて
いい
てて
、、
パパ
ッッ
クク

詰詰
めめ
作作
業業
がが
大大
変変
でで
すす
。。
スス
タタ
ッッ
フフ
ささ
んん
もも
募募
集集
しし
てて

いい
まま
すす
。。
ごご
希希
望望
のの
方方
はは
連連
絡絡
くく
だだ
ささ
いい
。。 

農農
家家
のの
次次
男男
坊坊
でで
すす
。。
次次
男男
坊坊
だだ
かか
らら

「「
家家
かか
らら
早早
くく
出出
てて
げげ
っっ
てて
」」（（
笑笑
））。。 

今今
でで
言言
ええ
ばば
「「
脱脱
ササ
ララ
」」
でで
すす
。。
二二
十十

代代
でで
林林
業業
、、
製製
材材
なな
どど
をを
覚覚
ええ
てて
いい
るる
うう

ちち
にに
シシ
イイ
タタ
ケケ
栽栽
培培
にに
行行
きき
当当
たた
りり
まま

しし
たた
。。
栄栄
養養
価価
がが
高高
いい
ここ
とと
免免
疫疫
力力
をを
高高

めめ
るる
食食
物物
らら
しし
いい
ここ
とと
なな
どど
シシ
イイ
タタ
ケケ

のの
良良
ささ
をを
知知
りり
まま
しし
たた
。。 

もも
とと
もも
とと
シシ
イイ
タタ
ケケ
はは
大大
好好
きき
でで
、、
毎毎

週週
のの
弁弁
当当
にに
入入
れれ
てて
、、
焼焼
いい
たた
シシ
イイ
タタ
ケケ

をを
食食
べべ
てて
いい
まま
しし
たた
。。 

三三
十十
代代
でで
原原
木木
シシ
イイ
タタ
ケケ
をを
栽栽
培培
すす

るる
道道
にに
入入
りり
まま
しし
たた
。。 

菌菌
床床
シシ
イイ
タタ
ケケ
はは
、、
美美
味味
しし
いい
とと
思思
ええ

ずず
当当
初初
はは
信信
頼頼
でで
きき
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
。。

「「
ここ
んん
なな
のの
シシ
イイ
タタ
ケケ
じじ
ゃゃ
なな
いい
」」
っっ

てて
。。
そそ
うう
思思
っっ
てて
いい
てて
原原
木木
シシ
イイ
タタ
ケケ
のの

道道
をを
進進
んん
でで
いい
まま
しし
たた
。。 

そそ
のの
うう
ちち
メメ
ーー
カカ
ーー
のの
意意
向向
でで
菌菌
床床

シシ
イイ
タタ
ケケ
をを
やや
るる
ここ
とと
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。

菌菌
床床
シシ
イイ
タタ
ケケ
栽栽
培培
もも
進進
化化
しし
てて
いい
まま

しし
てて
、、
菌菌
床床
シシ
イイ
タタ
ケケ
をを
食食
べべ
だだ
らら
美美
味味

しし
かか
っっ
たた
。。 

ここ
れれ
なな
らら
イイ
イイ
とと
思思
っっ
てて
、、
結結
局局
、、
菌菌

床床
シシ
イイ
タタ
ケケ
のの
栽栽
培培
をを
始始
めめ
まま
しし
たた
。。 

 
数数段段のの棚棚をを設設置置ししててのの菌菌床床シシイイタタケケ栽栽培培でではは、、虫虫がが出出るるここととがが

あありり、、棚棚のの下下段段のの段段ににななるるとと膝膝ををつついいてて収収穫穫ししななききゃゃななららななくくてて

大大変変ででししたた。。 

そそここでで、、平平成成５５年年かからら「「吊吊りり下下げげ栽栽培培」」をを開開始始ししてて、、平平成成８８年年

ににははそそのの方方法法のの特特許許もも取取得得ししままししたた。。 

手手間間暇暇をを惜惜ししままずずにに、、今今後後もも、、品品質質のの良良いいシシイイタタケケをを作作りり続続けけ

たたいいでですす。。ユユニニババーーススささんん、、イイオオンンささんんででももゲゲッットトででききまますす。。 

関関東東方方面面ににもも出出荷荷ししてていいまますす。。美美味味ししいいシシイイタタケケをを生生産産すするる若若

いい仲仲間間がが増増ええててほほししいいでですす。。 

菌菌床床ががずずららりりとと吊吊るるさされれてて・・・・・・ 

美美
味味
しし
いい
シシ
イイ
タタ
ケケ
にに
育育
てて
るる
にに
はは
、、
キキ
レレ
イイ
なな
水水
もも

必必
要要
でで
すす
。。
シシ
イイ
タタ
ケケ
にに
含含
まま
れれ
るる
栄栄
養養
素素
はは
、、
免免
疫疫
力力

をを
アア
ッッ
ププ
ささ
せせ
るる
とと
いい
うう
話話
もも
聞聞
かか
れれ
まま
すす
。。 

シシ
イイ
タタ
ケケ
はは
冷冷
凍凍
保保
存存
でで
きき
まま
すす
。。
冷冷
凍凍
保保
存存
すす
るる
とと
、、

うう
まま
みみ
成成
分分
がが
しし
まま
すす
。。 

吊吊棒棒栽栽培培法法 

              

診診療療科科目目：： 

脳脳神神経経内内科科、、内内科科 

リリハハビビリリテテーーシショョンン科科、、 

脳脳神神経経外外科科、、整整形形外外科科 

診診療療時時間間：： 

・・午午前前 99::0000～～1122::3300 

・・午午後後 22::0000～～ 66::0000 

休休 診診 日日：： 

・・木木曜曜日日午午後後 

・・土土曜曜日日午午後後 

・・日日曜曜日日//祝祝祭祭日日 
〒〒002200--00111144 盛盛岡岡市市高高松松３３丁丁目目９９－－８８ 

TTEELL..001199--660055--11111177 FFAAXX..001199--660055--11111188 

hhttttpp::////cclliinniicc--wwaattaannaabbee..ccoomm

松松園園方方面面 
 ↓↓ 

盛盛岡岡三三高高 
 

 ↑↑ 
上上田田方方面面 

メメガガネネのの 
松松田田ささんん 

 ↑↑ 
高高松松のの池池 

ＰＰ 

ガガソソリリンン 
ススタタンンドド 
ささんん 

フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー 

ママ
ーー
トト
ささ
んん 

院長：渡邊 活見（わたなべ かつみ）  日本神経学会 専門医

高高精精度度１１..５５テテススララ最最新新ＭＭＲＲＩＩ機機器器、、リリハハビビリリ施施設設完完備備 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

球球
（（
たた
まま
））
ララ
ンン
タタ
ンン
？？ 

思思
いい
がが
けけ
ずず
、、
息息
のの
長長
～～
いい
商商
品品
がが
時時
々々
ああ
りり

まま
すす
。。 

デデ
ビビ
ュュ
ーー
当当
時時
はは
「「
ここ
れれ
っっ
てて
売売
れれ
るる
のの
かか
しし

らら
？？
」」
とと
半半
信信
半半
疑疑
。。
とと
ここ
ろろ
がが
予予
想想
にに
反反
しし
てて
、、

「「
ここ
んん
なな
のの
をを
探探
しし
てて
いい
たた
」」
とと
いい
うう
おお
客客
様様
がが

ポポ
ツツ
リリ
まま
たた
ポポ
ツツ
リリ
とと
、、
ずず
ーー
っっ
とと
続続
いい
てて
いい
るる

ああ
りり
がが
たた
いい
家家
電電
、、
そそ
のの
名名
もも
『『
球球
（（
たた
まま
））
ララ

ンン
タタ
ンン
』』
とと
言言
いい
まま
すす
。。 

ララ
ンン
タタ
ンン
（（LL

aa
nn
tt
ee
rrnn

））
はは
ギギ
リリ
シシ
ャャ
語語
のの
「「
輝輝

くく
」」
がが
語語
源源
でで
、、
ララ
ンン
ププ
のの
よよ
うう
にに
置置
くく
だだ
けけ
でで

はは
なな
くく
、、
携携
帯帯
のの
たた
めめ
のの
持持
ちち
手手
がが
ああ
るる
もも
のの
をを

いい
うう
らら
しし
いい
でで
すす
。。 

いい
にに
しし
ええ
のの
光光
源源
はは
ロロ
ウウ
ソソ
クク
やや
オオ
イイ
ルル
だだ

けけ
でで
しし
たた
がが
、、
今今
やや
そそ
れれ
がが
ＬＬ
ＥＥ
ＤＤ
。。 

そそ
んん
なな
にに
明明
るる
くく
なな
くく
てて
イイ
イイ 

電電
球球
をを
逆逆
ささ
にに
しし
たた
よよ
うう
なな
、、
可可
愛愛
いい
球球
状状
シシ
ルル

エエ
ッッ
トト
でで
、、
だだ
かか
らら
『『
球球
』』
ララ
ンン
タタ
ンン
なな
んん
でで
すす
ねね
！！ 

ここ
のの
丸丸
いい
部部
分分
をを
上上
かか
らら
軽軽
くく
押押
すす
とと
点点
灯灯
しし
、、

再再
度度
押押
すす
とと
更更
にに
明明
るる
くく
、、
次次
にに
押押
すす
とと
消消
ええ
るる
手手

軽軽
ささ
。。
大大
きき
ささ
はは
、、
ヤヤ
クク
ルル
トト
ジジ
ョョ
ワワ
にに
小小
ささ
めめ
電電

球球
がが
つつ
いい
たた
程程
度度
でで
、、
普普
段段
はは
付付
属属
のの
スス
タタ
ンン
ドド
にに

立立
てて
なな
がが
らら
、、
まま
たた
『『
もも
しし
もも
のの
時時
』』
はは
、、
ささ
っっ
とと

手手
にに
持持
ちち
懐懐
中中
電電
灯灯
とと
しし
てて
使使
ええ
まま
すす
。。 

「「
ここ
んん
なな
のの
をを
探探
しし
てて
いい
たた
」」
とと
いい
うう
方方
はは
共共
通通
しし

てて
、、
「「
そそ
んん
なな
にに
、、
明明
るる
くく
なな
くく
てて
いい
いい
のの
」」
とと
不不

思思
議議
なな
事事
をを
言言
いい
まま
すす
。。
聞聞
けけ
ばば
就就
寝寝
中中
、、
ちち
ょょ
っっ

とと
明明
かか
りり
をを
点点
けけ
たた
いい
けけ
れれ
どど
、、
部部
屋屋
全全
体体
はは
明明
るる

くく
しし
たた
くく
なな
いい
時時
にに
使使
ええ
そそ
うう
だだ
とと
のの
事事
。。
おお
客客
様様

のの
話話
はは
本本
当当
にに
貴貴
重重
でで
すす
。。 

ここ
んん
なな
のの
をを
探探
しし
てて
いい
たた 

言言
わわ
れれ
てて
みみ
れれ
ばば
、、
夜夜
中中
にに
パパ
ッッ
とと
点点
けけ
るる
照照
明明

はは
普普
段段
よよ
りり
眩眩
しし
くく
感感
じじ
、、
そそ
のの
ああ
とと
はは
目目
がが
冴冴
ええ

てて
しし
まま
いい
、、
寝寝
らら
れれ
ずず
じじ
まま
いい
……
なな
んん
てて
ここ
とと
もも
。。

『『
球球
（（
たた
まま
））
ララ
ンン
タタ
ンン
』』
はは
、、
単単
三三
電電
池池
使使
用用
でで

ココ
ーー
ドド
がが
無無
いい
たた
めめ
、、
置置
きき
場場
所所
をを
選選
びび
まま
せせ
んん
。。 

枕枕
元元
にに
置置
きき
、、
ホホ
ワワ
ッッ
とと
照照
らら
しし
たた
いい
時時
なな
どど
にに

使使
ええ
まま
すす
。。 

まま
たた
、、
ＬＬ
ＥＥ
ＤＤ
はは
熱熱
くく
なな
らら
なな
いい
のの
でで
、、
夜夜
のの
授授

乳乳
やや
おお
むむ
つつ
替替
ええ
のの
時時
なな
どど
、、
赤赤
ちち
ゃゃ
んん
のの
そそ
ばば
でで

もも
安安
心心
でで
すす
。。
もも
ちち
ろろ
んん
、、
キキ
ャャ
ンン
ププ
にに
持持
ちち
出出
しし

てて
ララ
ンン
タタ
ンン
とと
しし
てて
、、
ドド
リリ
ンン
クク
ホホ
ルル
ダダ
ーー
にに
すす
っっ

ぽぽ
りり
収収
めめ
てて
車車
中中
灯灯
とと
しし
てて
なな
どど
、、
いい
ろろ
んん
なな
使使
いい

方方
がが
でで
きき
まま
すす
。。

キキ
ャャ
ンン
ププ
のの
流流
行行
もも
ああ
りり
、、
ＬＬ
ＥＥ
ＤＤ
ララ
ンン
タタ
ンン
はは
各各
メメ
ーー

カカ
ーー
様様
々々
ああ
りり
まま
すす
。。
どど
ちち
らら
かか
とと
言言
ええ
ばば
アア
ウウ
トト
ドド
アア
仕仕

様様
でで
ハハ
ーー
ドド
なな
感感
じじ
のの
もも
のの
がが
多多
いい
のの
にに
対対
しし
、、『『
球球
（（
たた
まま
））

ララ
ンン
タタ
ンン
』』
はは
、、
イイ
ンン
テテ
リリ
アア
にに
もも
馴馴
染染
みみ
やや
すす
いい
、、
優優
しし

いい
シシ
ンン
ププ
ルル
デデ
ザザ
イイ
ンン
でで
一一
線線
をを
画画
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

ここ
のの
たた
めめ
普普
段段
使使
いい
をを
しし
なな
がが
らら
、、
もも
しし
もも
のの
時時
のの
備備
ええ

にに
もも
なな
るる
フフ
ェェ
ーー
ズズ
フフ
リリ
ーー
なな
商商
品品
とと
しし
てて
、、
安安
心心
しし
てて
使使

うう
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
。。 

評評
判判
がが
良良
くく
、、
ここ
のの
シシ
リリ
ーー
ズズ
にに
いい
ろろ
んん
なな
続続
編編
がが
誕誕
生生

しし
たた
のの
はは
、、
ウウ
レレ
シシ
イイ
誤誤
算算
でで
すす
。。
イイ
イイ
商商
品品
だだ
なな
～～
とと
思思

っっ
てて
いい
てて
もも
、、
以以
前前
ここ
ここ
でで
ごご
紹紹
介介
しし
たた
新新
製製
品品
のの
中中
にに
はは
、、 

生生
産産
終終
了了
しし
たた
もも
のの
がが
、、
いい
くく
つつ
かか
ああ
りり
まま
すす
。。 

結結
構構
シシ
ビビ
アア
なな
世世
界界
なな
んん
でで
すす
よよ
ねね
～～ 

ここ
のの
たた
びび
『『
でで
かか
ララ
ンン
タタ
ンン
』』
なな
るる
強強
力力
ババ
ーー
ジジ
ョョ
ンン

がが
新新
登登
場場
しし
まま
しし
たた
。。
そそ
のの
名名
のの
通通
りり
、、
とと
にに
かか
くく
乾乾
電電

池池
式式
ララ
イイ
トト
でで
はは
明明
るる
ささ
ナナ
ンン
ババ
ーー
ワワ
ンン((

88
00
00

㏐㏐
ルル
ーー
メメ

ンン))

でで
、、
本本
体体
もも
でで
かか
くく
なな
りり
まま
しし
たた
！！ 

丸丸
いい
部部
分分
をを
タタ
ッッ
チチ
しし
てて
電電
源源
がが
オオ
ンン
オオ
フフ
すす
るる
とと
ここ

ろろ
はは
ここ
れれ
まま
でで
通通
りり
でで
、、
ココ
ロロ
ンン
とと
しし
たた
優優
しし
いい
佇佇
まま
いい

はは
人人
気気
にに
なな
りり
そそ
うう
でで
すす
。。 

明明
るる
ささ
調調
節節
もも
４４
段段
階階
ああ
るる
のの
でで
、、
室室
内内
でで
もも
野野
外外
でで

もも
！！ 

（２）

新しい家電、古い家電、かしこく素敵に使いたいですよね。

上田にある「柿沢電器」さんのご協力により、

家電の賢い使い方のコラムを掲載します。（編集室）

小小野野田田
お の だ

 利利
り

枝枝
え

 ささんん 

ススタタッッフフのの皆皆ささんんとと

上田で電器店を経営され、
家電の体験教室も開催され
ています。盛岡市出身。

連載

かかししここいい 
LED(^^;

家家家家家家電電電電電電術術術術術術   
第５８回 誰誰ががつつけけたたのの？？ そそのの名名前前 

球球（（たたまま））ラランンタタンン  

スス
タタ
ッッ
フフ
募募
集集 

パパソソココンン イインンスストトララククタターーささんん 急急募募！！ 

専門資格は不要です！ 生徒さんと楽しくお話できる方 大歓迎です！

ＹＹＥＥＳＳパパソソココンン学学院院 アアスステティィ緑緑がが丘丘校校 

電電話話００１１９９－－６６６６３３－－１１８８９９００ 

ははりり灸灸 ささささきき 

鍼鍼灸灸治治療療  佐佐々々木木正正人人  

往往診診ででききまますす。。不不定定休休でですす。。 

交交通通手手段段ののなないい方方はは、、ごご相相談談くくだだささいい。。

☎☎ 001199--666633--66333377 

市市立立 
図図書書館館 
 

高高松松のの池池 

国国道道４４号号線線

のの池池 

幼幼稚稚園園 

ﾊﾊﾘﾘｽｽﾄﾄｽｽ 
正正教教会会 

坂坂道道をを登登るる 

P

高高松松 11--55--44 

診診察察日日時時はは電電話話ででごご相相談談くくだだささいい。。

家家族族のの介介護護でで困困っってていいるる方方、、ごご相相談談下下ささいい。。 

★★hhttttpp::////wwwwww..ssgg--mmiiyyaaggiikkaaii..jjpp// 

ＷＷｅｅｂｂ見見学学会会 開開催催!!!! 

入居申込書はホームページから

特特別別養養護護老老人人ホホーームム ななののりりのの杜杜・・杜杜２２号号館館・・里里 

現現在在、、ユユニニッットト型型個個室室をを希希望望のの方方はは早早めめのの入入居居がが可可能能でですす。。 

入入居居相相談談はは ００１１９９((６６６６５５))１１３３１１００ 
（（相相談談員員））斎斎藤藤、、吉吉田田、、外外川川ままでで

ごご入入居居家家族族のの 9955％％以以上上のの方方にに

「「満満足足」」とといいうう評評価価ををいいたただだきき

ままししたた。。 

（（RR44 55 入入居居者者アアンンケケーートトよよりり）） 

同同一一敷敷地地内内にに３３施施設設、、114499 名名のの方方がが入入居居さされれてていいまますす。。

見見学学のの申申込込はは、、メメーールルでで「「見見学学会会参参加加をを希希望望」」とと記記載載ししてて

送送信信ししててくくだだささいい。。nnaannoorrii--ssoouuddaann@@ssgg--mmiiyyaaggiikkaaii..oorr..jjpp 

詳詳細細ににつついいててメメーールルでで返返信信ししまますす。。 

動画で施設見学出来ます。

桜桜
台台
方方
面面 

・・松松園園寺寺 

白白百百合合 
学学園園 

松松
園園
団団
地地 

三三
ツツ
割割 

緑緑
がが
丘丘 

高高
松松
方方
面面 

山山
岸岸
方方
面面 

県県営営 
野野球球場場 

ななののりりのの杜杜・・ 

杜杜22号号館館・・里里 

77//1133((水水))  2277((水水))  1155時時よよりり3300分分間間

完完全全予予約約制制 ZZoooomm にによよるるオオンンラライインン説説明明会会でですす。。 

入居して

良かった！

入居入居入居居入居入居居入居入居居しててて

良かっかっかっかっかっった

「日日是好日（にちにちこれこうじつ）」とは、「毎日が素晴らしい」と

いう意味です。私たちは今この時を大切にして生きています。あるとき

は庭の花を愛で、あるときはホントに誰かに恋をして。「日日是好日」

になぞらえて、想い出の日々を高前田博子さんが綴ってくれます。

（編集室）
日日日日日日日日是是是是恋恋日日日日 

  

））

連連載載 

高高前前田田 博博子子ささんんのの「「想想いい出出エエッッセセーー」」 

高高前前田田博博子子ささんん 
『『岩岩手手日日報報随随筆筆賞賞』』最最優優秀秀賞賞をを

受受賞賞さされれままししたた。。雫雫石石町町在在住住。。 

にに
まま
でで
行行
っっ
てて
看看
病病
しし
てて
いい
るる
なな
んん
てて
。。
浜浜
ちち
ゃゃ
んん
はは

一一
体体
どど
ここ
がが
悪悪
いい
のの
かか
」」
とと
私私
はは
続続
けけ
たた
。。 

外外
科科
なな
のの
にに
、、
怪怪
我我
やや
骨骨
折折
にに
はは
見見
ええ
なな
かか
っっ
たた
。。 

緑緑
ささ
んん
はは
最最
初初
のの
頃頃
、、
会会
社社
のの
仲仲
間間
とと
来来
てて
いい
たた
。。

近近
頃頃
はは
一一
人人
でで
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
にに
座座
っっ
てて
いい
たた
。。 

「「
もも
うう
少少
しし
後後
のの
ここ
とと
をを
考考
ええ
てて
やや
れれ
ばば
」」
とと
ユユ
ウウ
ちち

ゃゃ
んん
はは
たた
めめ
息息
をを
つつ
いい
たた
。。
仕仕
事事
上上
のの
付付
きき
合合
いい
でで
店店

がが
跳跳
ねね
てて
かか
らら
客客
とと
飲飲
みみ
歩歩
いい
てて
いい
るる
ここ
とと
をを
言言
っっ

てて
いい
るる
よよ
うう
だだ
っっ
たた
。。 

数数
日日
しし
てて
、、
たた
いい
しし
たた
ここ
とと
がが
なな
かか
っっ
たた
かか
、、
浜浜
ちち

ゃゃ
んん
はは
店店
にに
出出
てて
来来
たた
。。 

「「
仕仕
事事
がが
終終
わわ
っっ
たた
らら
、、
浜浜
のの
所所
でで
飲飲
もも
うう
よよ
」」 

一一
階階
はは
、、
二二
階階
のの
女女
性性
ババ
ーー
テテ
ンン
ダダ
ーー
のの
フフ
ロロ
アア
よよ

りり
終終
業業
がが
一一
時時
間間
、、
遅遅
かか
っっ
たた
。。 

二二
階階
にに
終終
業業
をを
知知
らら
せせ
るる
アア
ニニ
ーー
ロロ
ーー
リリ
ーー
のの
曲曲

がが
流流
れれ
るる
とと
、、
ユユ
ウウ
ちち
ゃゃ
んん
はは
私私
をを
誘誘
っっ
たた
。。
何何
かか
決決

心心
しし
たた
よよ
うう
だだ
っっ
たた
。。
断断
るる
隙隙
をを
与与
ええ
なな
かか
っっ
たた
。。 

階階
下下
のの
浜浜
ちち
ゃゃ
んん
のの
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
にに
行行
くく
とと
、、
やや
はは

りり
緑緑
ささ
んん
がが
いい
たた
。。
浜浜
ちち
ゃゃ
んん
はは
ガガ
シシ
ャャ
ガガ
シシ
ャャ
とと
少少

しし
乱乱
暴暴
にに
ジジ
ンン
フフ
ィィ
ズズ
をを
作作
りり
、、
私私
達達
のの
前前
にに
置置
いい
てて

背背
をを
向向
けけ
たた
。。 

「「
緑緑
ささ
んん
、、
若若
いい
娘娘
がが
ここ
んん
なな
所所
でで
夜夜
遅遅
くく
迄迄
・・
・・
・・
。。

家家
でで
心心
配配
しし
てて
いい
るる
よよ
。。
一一
人人
娘娘
なな
そそ
うう
じじ
ゃゃ
なな
いい
」」

浜浜
ちち
ゃゃ
んん
のの
恋恋
人人
・・
ユユ
ウウ
ちち
ゃゃ
んん
がが
諭諭
すす
ふふ
りり
をを
しし

たた
。。
「「
ああ
なな
たた
にに
言言
わわ
れれ
るる
筋筋
合合
いい
はは
無無
いい
でで
すす
」」
とと

緑緑
ささ
んん
はは
強強
気気
だだ
っっ
たた
。。 

「「
浜浜
とと
、、
どど
うう
いい
うう
つつ
もも
りり
でで
付付
きき
合合
っっ
てて
いい
るる

のの
？？
」」
とと
ユユ
ウウ
ちち
ゃゃ
んん
。。 

「「
結結
婚婚
しし
まま
すす
。。
だだ
かか
らら
彼彼
、、
私私
のの
為為
にに
入入
院院
まま
でで
しし

てて
少少
年年
時時
代代
のの
腕腕
のの
悪悪
戯戯
（（
いい
たた
ずず
らら
））
をを
消消
しし
たた
んん

でで
すす
」」
とと
緑緑
ささ
んん
。。 

ユユ
ウウ
ちち
ゃゃ
んん
とと
緑緑
ささ
んん
のの
試試
合合
はは
続続
いい
たた
。。 

誰誰
かか
がが
ホホ
イイ
ッッ
スス
ルル
をを
鳴鳴
らら
ささ
なな
けけ
れれ
ばば
終終
わわ
りり

そそ
うう
にに
なな
かか
っっ
たた
。。 

時時
折折
、、
ユユ
ウウ
ちち
ゃゃ
んん
がが
、、
「「
何何
かか
言言
っっ
てて
」」
とと
いい
うう

風風
にに
目目
配配
せせ
をを
しし
たた
。。
しし
まま
いい
にに
はは
、、
縋縋
（（
すす
がが
））
るる

よよ
うう
なな
目目
にに
変変
わわ
っっ
てて
来来
たた
。。
私私
はは
負負
けけ
試試
合合
にに
荷荷
担担

すす
るる
気気
力力
もも
なな
くく
、、
無無
視視
しし
たた
。。 

緑緑
ささ
んん
、、
ユユ
ウウ
ちち
ゃゃ
んん
、、
私私
のの
三三
人人
のの
ググ
ララ
スス
はは
、、

とと
うう
にに
空空
っっ
ぽぽ
にに
なな
りり
、、
氷氷
まま
でで
すす
っっ
かか
りり
溶溶
けけ
てて
いい

たた
。。
競競
技技
のの
主主
催催
者者
でで
ああ
るる
浜浜
ちち
ゃゃ
んん
はは
、、
おお
代代
わわ
りり

しし
てて
くく
れれ
なな
いい
。。 

そそ
れれ
どど
ここ
ろろ
かか
、、
近近
くく
でで
若若
いい
女女
性性
客客
達達
がが
ギギ
ャャ
ーー

ギギ
ャャ
ーー
わわ
ざざ
とと
らら
しし
くく
騒騒
いい
でで
いい
るる
。。 

ほほ
どど
なな
くく
しし
てて
、、
緑緑
ささ
んん
はは
店店
にに
現現
れれ
なな
くく
なな
っっ

たた
。。 浜浜

ちち
ゃゃ
んん
がが
言言
いい
聞聞
かか
せせ
たた
のの
かか
、、
諦諦
めめ
てて
白白
旗旗
をを

上上
げげ
たた
のの
かか
。。
建建
設設
会会
社社
をを
営営
んん
でで
いい
るる
親親
にに
知知
れれ
激激

怒怒
ささ
れれ
たた
のの
かか
、、
気気
にに
なな
っっ
たた
。。 

ユユ
ウウ
ちち
ゃゃ
んん
はは
安安
心心
しし
たた
。。 

私私
達達
はは
仕仕
事事
がが
忙忙
しし
くく
、、
次次
々々
にに
新新
しし
いい
客客
とと
のの
出出

会会
いい
がが
ああ
りり
、、
緑緑
ささ
んん
のの
ここ
とと
をを
すす
っっ
かか
りり
忘忘
れれ
てて
いい

たた
。。 秋秋

祭祭
りり
のの
笛笛
やや
太太
鼓鼓
のの
音音
がが
聞聞
ここ
ええ
てて
くく
るる
頃頃
、、
浜浜

ちち
ゃゃ
んん
かか
らら
、、
寿寿
（（
ここ
とと
ぶぶ
きき
））
シシ
ーー
ルル
をを
張張
っっ
たた
白白

いい
封封
筒筒
がが
届届
いい
たた
。。 

式式
場場
のの
盛盛
岡岡
公公
民民
館館
にに
行行
くく
とと
、、
庭庭
のの
紅紅
葉葉
がが
一一
段段

とと
青青
空空
にに
映映
ええ
てて
いい
たた
。。 

裕裕
福福
でで
はは
なな
いい
浜浜
ちち
ゃゃ
んん
のの
家家
庭庭
をを
考考
ええ
てて
かか
、、
質質

素素
なな
式式
場場
だだ
っっ
たた
。。 

心心
なな
しし
かか
、、
おお
腹腹
のの
ああ
たた
りり
がが
ふふ
っっ
くく
らら
とと
しし
たた
緑緑

ささ
んん
がが
、、
角角
隠隠
しし
をを
しし
てて
ヌヌ
ーー
とと
現現
わわ
れれ
たた
。。 

 

公公
園園
下下
のの
外外
科科
医医
院院
にに
行行
くく
とと
、、
同同
僚僚
のの
浜浜
ちち
ゃゃ
んん

がが
ベベ
ッッ
ドド
のの
上上
でで
照照
れれ
臭臭
そそ
うう
にに
笑笑
っっ
たた
。。 

彼彼
はは
、、
笑笑
うう
とと
目目
がが
なな
くく
なな
るる
よよ
うう
なな
細細
いい
目目
をを
しし

てて
いい
るる
。。
決決
しし
てて
ハハ
ンン
ササ
ムム
とと
はは
言言
ええ
なな
いい
がが
、、
どど
ここ

かか
人人
をを
引引
きき
つつ
けけ
るる
感感
じじ
がが
しし
たた
。。
片片
親親
育育
ちち
でで
一一
時時

ぐぐ
れれ
たた
がが
、、
今今
はは
真真
面面
目目
にに
働働
いい
てて
いい
たた
。。 

「「
どど
うう
しし
たた
のの
よよ
。。
脛脛
（（
すす
ねね
））
のの
傷傷
でで
もも
治治
しし
にに
来来

たた
のの
？？
」」
元元
気気
そそ
うう
なな
彼彼
をを
見見
てて
、、
ユユ
ウウ
ちち
ゃゃ
んん
毒毒
づづ

いい
たた
。。
驚驚
いい
たた
ここ
とと
にに
、、
エエ
ププ
ロロ
ンン
姿姿
のの
緑緑
ささ
んん
がが
いい

たた
。。
私私
はは
完完
全全
にに
勝勝
負負
がが
つつ
いい
たた
とと
思思
っっ
たた
。。 

浜浜
ちち
ゃゃ
んん
、、
ユユ
ウウ
ちち
ゃゃ
んん
、、
私私
はは
、、
ココ
ンン
パパ
とと
いい
うう

酒酒
場場
でで
働働
いい
てて
いい
たた
。。
一一
階階
はは
男男
性性
のの
、、
二二
階階
はは
女女
性性

のの
、、
ババ
ーー
テテ
ンン
ダダ
ーー
のの
店店
だだ
っっ
たた
。。
従従
業業
員員
はは
四四
十十
人人

ほほ
どど
いい
たた
。。
従従
業業
員員
同同
士士
のの
男男
女女
交交
際際
はは
禁禁
止止
だだ
っっ

たた
。。
とと
はは
言言
ええ
、、
交交
際際
はは
もも
とと
よよ
りり
、、
何何
食食
わわ
ぬぬ
顔顔
でで

駆駆
けけ
落落
ちち
すす
るる
者者
もも
潜潜
んん
でで
いい
たた
。。 

医医
院院
のの
帰帰
りり
道道
、、
浜浜
ちち
ゃゃ
んん
のの
恋恋
人人
・・
ユユ
ウウ
ちち
ゃゃ
んん

はは
、、
いい
つつ
にに
なな
くく
弱弱
音音
をを
吐吐
いい
たた
。。 

「「
浜浜
のの
ヤヤ
ツツ
、、
ああ
のの
娘娘
とと
本本
気気
かか
なな
？？
堅堅
気気
のの
女女
はは
一一

途途
でで
怖怖
いい
よよ
」」 

「「
ユユ
ウウ
ちち
ゃゃ
んん
、、
彼彼
よよ
りり
緑緑
ささ
んん
のの
ほほ
うう
がが
真真
剣剣
よよ
。。

最最
近近
よよ
くく
後後
のの
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
でで
飲飲
んん
でで
いい
るる
わわ
。。
医医
院院 

第第 11６６話話   鬼鬼ににななるる



食食
物物
繊繊
維維
はは
腸腸
内内
でで
発発
酵酵
すす
るる 

食食
物物
繊繊
維維
はは
健健
康康
にに
良良
いい
とと
いい
うう
話話

はは
よよ
くく
聞聞
きき
まま
すす
。。 

食食
物物
繊繊
維維
とと
はは
一一
言言
でで
いい
いい
まま
すす
とと
、、

「「
腸腸
でで
消消
化化
ささ
れれ
なな
いい
もも
のの
」」
でで
すす
。。 

消消
化化
ささ
れれ
なな
いい
かか
らら
とと
いい
っっ
てて
不不
要要

物物
でで
はは
なな
くく
、、
とと
てて
もも
大大
切切
なな
働働
きき
をを
持持

っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

食食
物物
繊繊
維維
はは
大大
便便
のの
カカ
ササ
（（
容容
積積
））
をを

増増
やや
しし
てて
便便
秘秘
のの
解解
消消
にに
効効
果果
がが
ああ
るる
ほほ

かか
にに
、、
腸腸
内内
細細
菌菌
のの
エエ
ササ
とと
なな
っっ
てて
腸腸
内内

環環
境境
をを
良良
くく
しし
、、腸腸
のの
働働
きき
をを
高高
めめ
まま
すす
。。 

まま
たた
食食
物物
繊繊
維維
はは
腸腸
内内
でで
発発
酵酵
しし
てて

短短
鎖鎖
脂脂
肪肪
酸酸
をを
発発
生生
ささ
せせ
まま
すす
。。
ここ
のの
短短

鎖鎖
脂脂
肪肪
酸酸
にに
はは
免免
疫疫
機機
能能
をを
高高
めめ
るる
ほほ

かか
、、
がが
んん
やや
糖糖
尿尿
病病
のの
予予
防防
、、
そそ
しし
てて
「「
老老

けけ
なな
いい
、、
ボボ
ケケ
なな
いい
、、
太太
らら
なな
いい
」」
とと
いい

っっ
たた
、、
ああ
りり
がが
たた
いい
効効
果果
がが
ああ
るる
とと
いい
いい

まま
すす
。。
でで
はは
食食
物物
繊繊
維維
をを
摂摂
取取
すす
るる
たた
めめ

にに
はは
何何
をを
食食
べべ
たた
らら
いい
いい
のの
でで
しし
ょょ
うう

かか
。。 

食食
物物
繊繊
維維
はは
腸腸
をを
活活
発発
にに
すす
るる 

以以
前前
、、
健健
康康
のの
たた
めめ
のの
食食
材材
はは
「「
ママ

ゴゴ
ワワ
ヤヤ
ササ
シシ
イイ
」」
がが
基基
本本
だだ
とと
書書
きき
まま

しし
たた
。。 

ママ
はは
納納
豆豆
やや
豆豆
腐腐
なな
どど
ママ
メメ
類類
、、
ゴゴ

はは
ゴゴ
ママ
なな
どど
種種
実実
類類
、、
ワワ
はは
ワワ
カカ
メメ
なな

どど
海海
藻藻
類類
、、
ヤヤ
はは
野野
菜菜
、、
ササ
はは
魚魚
、、
シシ

はは
シシ
イイ
タタ
ケケ
なな
どど
キキ
ノノ
ココ
類類
、、
イイ
はは
イイ

モモ
なな
どど
根根
菜菜
類類
、、
でで
すす
。。 

ここ
のの
「「
ママ
ゴゴ
ワワ
ヤヤ
ササ
シシ
イイ
」」
をを
基基
本本

にに
しし
たた
食食
事事
をを
心心
がが
けけ
れれ
ばば
、、
自自
然然
とと

食食
物物
繊繊
維維
をを
摂摂
取取
でで
きき
まま
すす
。。 

ここ
れれ
にに
食食
物物
繊繊
維維
がが
豊豊
富富
なな
「「
もも
ちち

麦麦
」」
やや
「「
押押
麦麦
」」
をを
混混
ぜぜ
たた
ごご
飯飯
にに
すす

れれ
ばば
、、
よよ
りり
効効
果果
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

便便
秘秘
対対
策策
だだ
けけ
をを
考考
ええ
るる
とと
、、
麦麦
混混

ぜぜ
ごご
飯飯
、、
山山
芋芋
、、
納納
豆豆
、、
ワワ
カカ
メメ
なな
どど

をを
日日
常常
的的
にに
摂摂
取取
すす
るる
のの
がが
いい
いい
でで
しし

ょょ
うう
。。
たた
だだ
体体
質質
はは
一一
人人
一一
人人
違違
いい
まま

すす
かか
らら
、、
いい
ろろ
いい
ろろ
試試
しし
てて
自自
分分
にに
合合

っっ
たた
食食
材材
をを
探探
すす
ここ
とと
がが
大大
事事
でで
すす
。。 

便便
秘秘
対対
策策
のの
基基
本本
はは
食食
物物
繊繊
維維
のの
摂摂

取取
とと
水水
のの
補補
給給
でで
すす
。。
腸腸
のの
働働
きき
をを
活活

発発
にに
すす
るる
食食
物物
繊繊
維維
とと
、、
大大
腸腸
をを
乾乾
燥燥

ささ
せせ
なな
いい
たた
めめ
のの
水水
のの
補補
給給
をを
忘忘
れれ
なな

いい
よよ
うう
にに
しし
まま
しし
ょょ
うう
。。 

 

第第 2277 話話  神神対対応応 

六六
月月
某某
日日 

曇曇
りり
時時
々々
雨雨
。。
今今
年年
もも
暑暑
いい
夏夏
がが
控控
ええ
てて
いい
るる
よよ
うう
でで
すす
。。 

最最
近近
、、
ああ
るる
おお
客客
様様
がが
驚驚
いい
てて
言言
いい
まま
しし
たた
。。
「「
ココ
ンン
ビビ
ニニ
にに
もも
、、
冷冷
凍凍

食食
品品
がが
置置
いい
てて
ああ
るる
んん
でで
すす
かか
？？
！！
」」 

はは
いい
、、
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。
今今
のの
ごご
時時
世世
かか
らら
でで
しし
ょょ
うう
かか
、、
冷冷
凍凍
食食
品品
はは
、、

以以
前前
にに
もも
増増
しし
てて
売売
れれ
てて
いい
るる
んん
でで
すす
よよ
。。 

      
ささ
てて
、、
ここ
のの
ココ
ララ
ムム
、、
早早
いい
もも
のの
でで
二二
年年
をを
超超
ええ
まま
しし
たた
。。
ワワ
タタ
クク
シシ
のの

文文
責責
でで
はは
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
イイ
ンン
タタ
ビビ
ュュ
ーー
原原
稿稿
をを
編編
集集
室室
ささ
んん
がが
上上
手手
にに
ママ

トト
メメ
てて
下下
ささ
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

読読
まま
れれ
たた
おお
客客
様様
がが
「「
勉勉
強強
にに
なな
りり
まま
すす
」」
とと
言言
っっ
てて
くく
だだ
ささ
るる
ここ
とと
もも

ああ
りり
まま
しし
てて
、、
うう
れれ
しし
ーー
でで
すす
。。 

当当
ココ
ララ
ムム
のの
隠隠
れれ
テテ
ーー
ママ
はは
「「
ママ
ーー
ケケ
テテ
ィィ
ンン
ググ
」」
でで
すす
。。 

「「
ママ
ーー
ケケ
テテ
ィィ
ンン
ググ
」」
とと
はは
、、
「「
売売
れれ
るる
仕仕
組組
みみ
をを
作作
るる
ここ
とと
」」
でで
すす
。。

ネネ
ッッ
トト
検検
索索
をを
すす
るる
とと
、、
「「
誰誰
にに
」」
「「
どど
のの
よよ
うう
なな
価価
値値
をを
」」
「「
どど
のの
よよ
うう
にに

しし
てて
提提
供供
すす
るる
かか
」」
にに
つつ
いい
てて
考考
ええ
るる
ここ
とと
だだ
そそ
うう
でで
すす
。。 

そそ
れれ
でで
思思
いい
当当
たた
っっ
たた
のの
でで
すす
がが
、、
おお
客客
様様
はは
「「
近近
くく
にに
別別
のの
店店
舗舗
がが
、、

無無
いい
もも
のの
かか
？？
」」
とと
悩悩
むむ
とと
きき
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

たた
とと
ええ
ばば
、、
気気
分分
をを
害害
すす
るる
よよ
うう
なな
店店
舗舗
がが
ああ
っっ
たた
とと
しし
まま
すす
。。
すす
るる
とと

おお
客客
様様
はは
、、
二二
度度
とと
そそ
のの
店店
舗舗
にに
はは
行行
きき
まま
せせ
んん
。。
とと
言言
いい
まま
すす
かか
、、
行行
けけ

まま
せせ
んん
（（
泣泣
））
。。
とと
ここ
ろろ
がが
、、
近近
くく
にに
はは
別別
のの
店店
舗舗
がが
多多
くく
なな
いい
。。
そそ
んん
なな

とと
きき
、、
おお
客客
様様
はは
途途
方方
にに
くく
れれ
まま
すす
。。
ワワ
タタ
クク
シシ
はは
可可
哀哀
そそ
うう
にに
思思
いい
まま
すす
。。 

なな
のの
でで
、、
おお
客客
様様
がが
気気
持持
ちち
よよ
くく
過過
ごご
しし
てて
帰帰
っっ
てて
行行
けけ
るる
、、
そそ
んん
なな
店店

をを
目目
指指
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

スス
タタ
ッッ
フフ
もも
同同
じじ
気気
持持
ちち
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。
人人
生生
経経
験験
をを
積積
んん
だだ
方方
ばば
かか

りり
でで
すす
。。 

「「
神神
対対
応応
」」
とと
まま
でで
はは
行行
きき
まま
せせ
んん
がが
、、
とと
にに
かか
くく
、、
気気
持持
ちち
ヨヨ
クク
買買
いい

物物
をを
しし
てて
いい
たた
だだ
きき
たた
いい
、、
そそ
うう
思思
うう
スス
タタ
ッッ
フフ
ばば
かか
りり
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

「「
ガガ
ツツ
ガガ
ツツ
」」
とと
しし
たた
気気
持持
ちち
かか
らら
「「
儲儲
けけ
よよ
うう
」」
なな
んん
てて
気気
はは
、、
ササ
ララ

ササ
ララ
御御
座座
いい
まま
せせ
んん
。。
なな
のの
でで
、、
おお
店店
にに
立立
ちち
寄寄
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい
（（
笑笑
））。。 

そそ
うう
そそ
うう
、、
「「
肉肉
まま
んん
」」
はは
冬冬
季季
限限
定定
のの
季季
節節
商商
品品
でで
すす
がが
、、
冷冷
凍凍
食食
品品

はは
常常
時時
、、
店店
にに
置置
いい
てて
いい
まま
すす
ーー
。。 

今今
日日
もも
張張
りり
切切
っっ
てて
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
！！ 

（３）

佐佐 々々木木先先生生のの ひひひとととくくくちちちコココラララムムム

東東洋洋医医学学のの話話 

体体ののパパワワーーススポポッットト 

第第 4433 話話  食食物物繊繊維維のの話話 

佐々木
さ さ き

正人
まさひと

先生

鍼灸師  鍼灸ささき・院長。

高松で鍼灸治療院を開いています。

趣味はトライアスロンです。

広広
告告
募募
集集 

メール、ファックスでお申し込みください。
→メール iwate.forum2015@gmail.com
→ FAX 019- 641-9678

１１ココママ  99,,000000 円円（（税税別別）） これが、1コマ広告です。

第第 8800 話話  登登 山山 

ほほんんわわかか・・・・・・ 

家家族族日日記記 
 

連載

最最近近、、登登山山ににハハママっってていいまますす。。 

先先日日はは志志和和三三山山ををぐぐるるっっとと一一周周のの55時時間間ココーーススにに行行っっててききまま

ししたた。。登登りり始始めめてて 3300 分分、、ガガササっっとと音音ののすするるほほううをを見見るるとと、、何何

とと５５ｍｍ先先ににカカモモシシカカががいいるるででははあありりまませせんんかか！！ああちちららもも、、ここっっ

ちちをを気気ににししてていいるるごご様様子子。。ししばばしし１１対対１１のの対対峙峙。。 

チチャャンンススとと思思っってて写写真真をを撮撮っっててもも逃逃げげずず、、欲欲張張っってて動動画画もも撮撮

れれちちゃゃいいままししたた。。 

ししばばららくくししてて、、奥奥へへ逃逃げげてていいききままししたたがが、、そそののおおししりりもも可可愛愛

いいももののででししたた（（笑笑））。。ででもも、、熊熊じじゃゃななくくててよよかかっったた・・・・・・

緑緑がが丘丘でで保保険険代代理理店店をを

経経営営さされれてていいるる佐佐藤藤晴晴紀紀

ささんんのの会会社社ののみみななささんんのの

日日々々のの出出来来事事をを、、写写真真付付きき

でで紹紹介介ししまますす。。

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

緑が丘でダンス教室を開いている
「いわもちダンス・スタジオ」さんの
ダンスのお話を掲載します。（編集室）

今今年年もも始始ままりりままししたた。。緑緑がが丘丘児児童童セセンンタターーのの「「キキッッズズ
☆☆ 社社交交ダダンンススククララブブ」」。。 

55 月月 2288 日日（（土土））にに入入会会式式ががあありり、、活活動動ススタターートトでですす。。
今今年年のの入入部部はは 66年年生生 33 名名、、33年年生生 11名名、、22 年年生生 11名名、、 

11 年年生生 11名名のの 66名名。。 
11 年年生生のの子子はは入入会会式式当当日日、、「「見見学学→→体体験験→→入入部部」」とと即即決決
ししててくくれれままししたた。。 

２２人人でで一一緒緒にに踊踊るるとと、、１１人人でではは想想像像つつかかなないいここととががたたくくささんん感感じじらられれまますす。。 

社社社社交交交交ダダダダンンンンススススのの話話（（44445555）） 

  

））

毎毎年年、、種種目目をを決決めめてて練練習習ををししてていいまますす。。今今年年のの種種目目
ははチチャャチチャャチチャャ。。66年年生生かかららののリリククエエスストトでですす。。 

66 年年生生のの 33人人はは 11年年生生又又はは 22年年生生かからら入入部部。。 
ココロロナナ前前はは社社交交ダダンンススののイイベベンントトででシショョッッピピンンググセセ

ンンタターー・・イイオオンンでで踊踊っったたここととももあありり、、経経験験もも豊豊富富。。音音
楽楽ががかかかかるるととササンンババややジジルルババもも踊踊っっててししままいいまますす。。 

緑緑かか丘丘児児童童セセンンタターー 

キキッッズズ ☆☆ 社社交交ダダンンススククララブブ 

 

連載

「販促（はんそく）」とは「販売促進」のこと。今は、「セールス・プロモーション

（Sales Promotion）」などと呼ばれます。客にとって魅力ある販売スタイルのこと

ですね。西松園と高松４丁目でファミマを経営されている阿部江津子さんが、セー

ルス・プロモーションにつながるようなコラムを連載してくれます。おススメ商品

など女子の「つぶやき」を随時掲載します。お楽しみに。（編集室）

女女性性店店長長のの ココンンビビニニ日日誌誌 
阿阿部部 店店長長 ささんん 

冷冷
凍凍
食食
品品
がが
人人
気気
でで
すす
！！

冷凍食品コーナー

ののりりののりりジジルルババ、、優優雅雅ににワワルルツツ、、情情熱熱ののタタンンゴゴ。。

全全部部でで 1144 種種目目！！ 全全部部踊踊れれたたらら スス･･テテ･･キキ 💛💛💛💛 

緑緑がが丘丘 33--1199--1133    駐駐車車場場有有りりまますす 

定定休休日日：：日日曜曜日日   
月月～～金金 1111：：0000～～2211：：0000  土土・・祝祝 1111：：0000～～1188：：0000 

いいいいわわわわももももちちちちダダダダンンンンススススススススタタタタジジジジオオオオ  
ＴＴＥＥＬＬ ００１１９９－－６６６６４４－－００００６６６６ 

山山留留ささんん 
松松園園方方面面→→ 

セセブブンン 
イイレレブブンンささんん

ＰＰ 

アアネネッッククスス 
カカワワトトククささんん

ママルルイイチチささんん 

体体験験レレッッススンン無無料料 おお気気軽軽ににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい 

体体もも心心もも 楽楽ししくく踊踊っってて 人人生生110000年年時時代代！！ 

おおおお得得得得なななな  ググググルルルルーーーーププププレレレレッッッッススススンンンン  ７７７７月月月月  ススタターートト！！ ((77～～99月月)) 

  ★ 初初心心者者ココーースス （（火火））1111::0000～～（（水水））1188::0000～～ 

 初初めめててのの方方ででもも４４種種目目踊踊れれちちゃゃうう ！！ 
（（ルルンンババ、、ママンンボボ、、ジジルルババ、、ブブルルーースス）） 

★ ほほののぼぼののココーースス （（金金））1133::0000～～ 
 高高齢齢者者向向けけ、、楽楽ししくく踊踊れれてて足足腰腰元元気気 ！！ 

レレッッススンン料料はは、、７７～～９９月月分分 

1122 レレッッススンン ￥￥1133,,220000  

ににななりりまますす。。 

１１レレッッススンン 

 ￥￥11,,110000 

ななんんとと！！ 

ススススタタタターーーートトトトでででですすすす  ♪♪♪♪  

「「キキッッズズ ☆☆ 社社交交ダダンンススククララブブ」」はは、、児児童童セセンンタターーででのの「「セセンンタターー
ままつつりり」」やや「「ククリリススママスス会会」」にに向向けけてて練練習習ししてていいまますす。。 
昨昨年年ののククリリススママスス会会でではは、、ササンンババのの他他にに誠誠桜桜高高校校音音楽楽部部のの皆皆ささんんのの

ククリリススママススソソンンググにに合合わわせせててワワルルツツややジジルルババもも踊踊りりままししたた。。 
今今年年もも楽楽ししみみでですす！！ 

 

社交ダンスクラブがある児童センターって、めずらしいんだって !!

みみんんななでで踊踊ろろ！！  ままだだままだだ募募集集中中でですす !!!! 

今今年年度度 

 
緑緑がが丘丘児児童童セセンンタターー「「キキッッズズ ☆☆ 社社交交ダダンンススククララブブ」」はは 

土土曜曜日日 1100::0000～～1111::3300 活活動動ししてていいまますす。。 

土土曜曜日日のの午午前前のの時時間間、、ダダンンススでで遊遊びびまませせんんかか？？ 

 

ごご自自分分ののおお店店ののこことと、、ここのの新新聞聞でで紹紹介介ししててみみまませせんんかか ？？  

いいつつもも、、新新聞聞ををおお読読みみいいたただだきき あありりががととううごござざいいまますす。。 
「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん 丘丘」」はは、、創創刊刊 77 年年目目にに入入っってていいまますす ！！ 

ああ!!!! 

ままだだ、、読読んんででいいたただだいいてていいまますすねね。。あありりががととううごござざいいまますす。。 

広広告告ＰＰＲＲでですす。。 

「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん」」にに広広告告をを出出すすとと、、売売りり上上げげがが伸伸びびるる、、

そそんんなな実実例例がが、、ホホンントトにに生生ままれれてていいまますす。。 

メメーールル、、フファァッッククススででおお申申しし込込みみくくだだささいい。。  

→→メメーールル iiwwaattee..ffoorruumm22001155@@ggmmaaiill..ccoomm  

→→ FFAAXX 001199-- 664411--99667788 

連連絡絡ががごござざいいまますす時時はは、、 
メメーールル又又はは FFAAXX ででおお願願いいししまますす！！  
電電話話応応対対はは難難ししいいでですす。。 
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・・
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想想
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音音
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友友
人人
とと
会会
うう
事事
、、
話話
をを
すす
るる
ここ
とと
がが
苦苦

でで
なな
くく
なな
りり
、、
楽楽
しし
くく
なな
るる
。。 

負負
担担
やや
不不
安安
をを
考考
ええ
てて
みみ
たた

[[

どど
ここ
まま
でで
聞聞
ここ
ええ
るる
のの
かか]]

 
[[

操操
作作
がが
難難
しし

くく
はは
無無
いい
のの
かか]]

 
[[

うう
るる
ささ
いい
なな
どど
のの
不不
快快
感感
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。。 

 

ここ
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。。 
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緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （４）

第６４話 頭皮の臭い（その１）

2010 年ＨＩＫＡＲＩＣＵＰグラン

プリ・ジャーナル賞、2012 年ミルボ

ン・デザイナーズアビリティー最高

賞、2018 年ジャパンへアドレッシン

グ・アワード北海道・東北エリア・

ノミネートなど多数受賞。

『風とａｏの美容室』店主。

中中
なか

舘舘
だて

 弥弥
や

寿寿
す

夫夫
お

 ささんん 

中舘さんがおっしゃいました。「だれもが『自分の髪で

生きていく』と決めていますよね。でも、意外と知ら

ないんですよ、自分の髪と頭皮のこと」（編集室）

カカリリススママ美美容容師師ののエエッッセセーー 

第第２２９９話話（（番番外外編編）） 補補聴聴器器のの役役割割ととはは、、どどんんなな点点ににああるるののかか？？ 
連連載載 
（（アアッッププデデーートト版版）） 

知ったら優しくしちゃう、髪のこと

髪と頭皮と

私

認定補聴器専門店を経営されている田中敦さんのコラム。リニュアルしました。
田中さんのお父様も補聴器を使用中だそうです。「まず不安の解決、そして次に、
喜んでもらいたい」という気持ちを大切にしている田中さんの本音コラム。
そのアップデート版です。（編集室）

風風ととａａｏｏのの美美容容室室髪が、心地よく風になびく……
自分らしいことに気づく瞬間です。

緑緑がが丘丘ヒヒルルズズ入入口口。。 
tteell  001199--668811--44330022  

定定休休日日はは月月曜曜。。不不定定休休あありりまますす。。

営営業業時時間間 火火～～土土 1100::0000～～2200::0000 
日日・・祝祝 1100::0000～～1188::0000

詳しくはホームページをどうぞ

メール y.nakadate@outlook.jp
LINE@  @ｉｓａ7399

人人にによよっっててはは、、老老けけてて見見らられれ

たたくくなないい。。いいつつままででもも若若々々ししくく

見見らられれたたいいななどど、、心心のの裏裏のの理理由由

ももああっってて当当然然でですす。。人人間間だだもものの。。 

いいろろいいろろなな集集ままりりのの席席もも多多くくななっってて

ままいいりりままししたた。。 

たただだ、、ママススクク越越ししのの会会話話はは難難聴聴者者にに

ととっってて辛辛いい事事のの様様でですす。。（（相相談談者者 談談）） 

              

他他ににもも、、路路線線ががあありりまますす。。 

hhttttppss::////wwwwww..iiwwaattee..ccoooopp//sshhoopp//bbuuss// 

「「おお買買いい物物ババスス」」運運行行表表 「「配配達達ササーービビスス」」（（無無料料））ががあありりまますす！！

ベベルルフフままつつぞぞのの 
電電話話 ６６６６２２－－５５１１５５２２ 
午午前前９９時時～～午午後後１１００時時 

広広
告告
募募
集集 

１１ココママ  99,,000000 円円（（税税別別）） 

２２ココママ 1188,,000000 円円（（税税別別）） 

３３ココママ 2277,,000000 円円（（税税別別）） 

５５ココママ 4455,,000000 円円（（税税別別）） 

メール、ファックスでお申し込みください。

→ メール iwate.forum2015@gmail.com

→ FAX 019- 641-9678

この枠が、2コマです。

連連絡絡ががごござざいいまますす時時はは、、 
メメーールル又又はは FFAAXX ででおお願願いいししまますす！！  
電電話話応応対対はは難難ししいいでですす。。 

補補聴聴器器でで取取りり戻戻すす ！！ 

笑笑顔顔ああふふれれるる日日常常生生活活

田田中中
た な か

 敦敦
あつし

 ささんん

田田中中ささんんはは浄浄法法寺寺出出身身。。現現在在、、高高松松

にに奥奥様様とと娘娘様様、、保保護護猫猫７７匹匹ととおお住住ままいい

でですす。。趣趣味味はは読読書書ととカカメメララだだそそううでですす。。 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 
（５）

地域の方々の健康維持と増進のためのコラムを書いていただくよう、
先生にお願いしました。関係方面のご理解のもと、連載することと
いたしました。（編集室）

渡渡邊邊
わたなべ

 活活見見
かつみ

 先先生生 
（プロフィール）
わたなべ内科・脳神経内科クリニック
（高松３丁目）院長。長年にわたり、脳
神経内科医として、診療にたずさわって
こられました。医大時代はバイオリンを
演奏していました。

言言葉葉がが出出ててここなないい……そそれれっってて認認知知症症じじゃゃななくくてて「「失失語語症症」」かかもも !!?? 

わわたたななべべ先先生生のの健健康康ノノーートト（（第第７７７７回回）） 

最最
近近
、、
ああ
るる
米米
国国
俳俳
優優
のの
方方
がが
失失
語語
症症
でで

ああ
るる
ここ
とと
をを
表表
明明
しし
まま
しし
たた
がが
、、
今今
回回
はは
、、

そそ
のの
「「
失失
語語
症症
」」
にに
つつ
いい
てて
おお
伝伝
ええ
しし
まま
すす
。。 

ああ
なな
たた
のの
周周
りり
にに
、、
日日
常常
会会
話話
のの
最最
中中
、、

いい
きき
なな
りり
「「
ああ
れれ
、、
ここ
れれ
何何
だだ
っっ
けけ
？？
」」
とと

言言
葉葉
がが
出出
づづ
らら
そそ
うう
にに
しし
てて
いい
るる
人人
はは
いい

まま
せせ
んん
かか
？？ 

ここ
れれ
はは
ひひ
ょょ
っっ
とと
しし
てて
「「
認認
知知
症症
のの
前前
兆兆

なな
のの
でで
はは
？？
」」
とと
内内
心心
疑疑
っっ
てて
しし
まま
うう
かか
もも

しし
れれ
まま
せせ
んん
がが
、、
ここ
うう
いい
っっ
たた
言言
葉葉
がが
出出
なな

いい
ケケ
ーー
スス
はは
認認
知知
症症
でで
なな
くく
失失
語語
症症
のの
場場

合合
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

失失失失
語語語語
症症症症
のののの
３３３３
つつつつ
タタタタ
イイイイ
ププププ  

失失
語語
症症
にに
はは
、、
損損
傷傷
をを
受受
けけ
たた
脳脳
のの
部部
位位
やや
症症
状状
にに
よよ

っっ
てて
「「
運運
動動
性性
失失
語語
」」「「
感感
覚覚
性性
失失
語語
」」「「
全全
失失
語語
」」
のの
、、

主主
にに
３３
つつ
のの
タタ
イイ
ププ
にに
分分
けけ
らら
れれ
まま
すす
。。 

●●
運運
動動
性性
失失
語語 

言言
葉葉
をを
理理
解解
すす
るる
ここ
とと
はは
でで
きき
るる
もも
のの
のの
、、
自自
分分
がが
話話

すす
時時
はは
うう
まま
くく
言言
葉葉
がが
思思
いい
浮浮
かか
ばば
なな
いい
とと
いい
うう
タタ
イイ
ププ

のの
失失
語語
症症
でで
すす
。。
言言
語語
中中
枢枢
のの
ブブ
ロロ
ーー
カカ
野野
がが
障障
害害
ささ
れれ

るる
ここ
とと
にに
よよ
っっ
てて
起起
ここ
りり
まま
すす
。。 

●●
感感
覚覚
性性
失失
語語 

自自
分分
かか
らら
話話
すす
ここ
とと
はは
でで
きき
るる
もも
のの
のの
、、
相相
手手
のの
言言
葉葉

がが
うう
まま
くく
理理
解解
でで
きき
なな
いい
、、
とと
いい
うう
タタ
イイ
ププ
のの
失失
語語
症症
でで

すす
。。
言言
語語
中中
枢枢
のの
ウウ
ェェ
ルル
ニニ
ッッ
ケケ
野野
がが
障障
害害
ささ
れれ
るる
ここ
とと

にに
よよ
っっ
てて
起起
ここ
りり
まま
すす
。。 

●●
全全
失失
語語 

全全
失失
語語
とと
はは
、、
運運
動動
性性
失失
語語
とと
感感
覚覚
性性
失失
語語
をを
合合
わわ
せせ

たた
状状
態態
でで
すす
。。「「
聞聞
くく
」」「「
話話
すす
」」「「
読読
むむ
」」「「
書書
くく
」」
のの
全全

てて
のの
能能
力力
がが
重重
度度
にに
障障
害害
ささ
れれ
るる
たた
めめ
、、
本本
人人
もも
聴聴
きき
手手

もも
話話
をを
理理
解解
すす
るる
のの
がが
非非
常常
にに
難難
しし
くく
なな
りり
まま
すす
。。 

左左
大大
脳脳
のの
広広
いい
障障
害害
（（
言言
語語
中中
枢枢
のの
ブブ
ロロ
ーー
カカ
野野
、、
ウウ

ェェ
ルル
ニニ
ッッ
ケケ
野野
とと
もも
障障
害害
））
でで
起起
ここ
りり
まま
すす
。。 

失失語語症症（（ししつつごごししょょうう））はは言言語語障障害害のの一一種種でですす。。脳脳がが損損傷傷ししててししままっったた

ここととがが原原因因でで「「聴聴くく」」「「話話すす」」「「読読むむ」」とといいっったた機機能能がが失失わわれれたた状状態態をを指指しし

まますす。。ななおお、、具具体体的的ににはは「「聞聞いいたた内内容容をを理理解解すするるここととがが難難ししいい」」「「考考ええてて

いいるる内内容容ををううままくく話話せせなないい」」「「言言いいたたいい言言葉葉をを間間違違ええるる」」「「書書いいててああるる文文字字

やや文文がが読読めめなないい」」「「書書ききたたいい文文字字をを思思いい出出せせなないい」」とといいっったた症症状状がが代代表表的的

でですす。。大大ままかかななイイメメーージジととししててはは、、言言葉葉のの通通じじなないい海海外外ににいいるる感感覚覚でですす。。 

失失失失語語語語症症症症ととととはははは・・・・・・・・・・・・  

失失
語語
症症
のの
治治
療療
とと
予予
防防 

失失
語語
症症
はは
今今
のの
とと
ここ
ろろ
、、
治治
せせ
るる
手手
術術
やや

有有
効効
なな
治治
療療
薬薬
がが
なな
くく
、、
リリ
ハハ
ビビ
リリ
テテ
ーー
シシ

ョョ
ンン
がが
メメ
イイ
ンン
にに
なな
りり
まま
すす
。。 

失失
語語
症症
のの
リリ
ハハ
ビビ
リリ
テテ
ーー
シシ
ョョ
ンン
をを
担担

当当
すす
るる
のの
はは
、、「「
話話
すす
」」「「
聞聞
くく
」」「「
読読
むむ
」」

「「
書書
くく
」」
なな
どど
言言
葉葉
のの
機機
能能
をを
取取
りり
戻戻
すす
リリ

ハハ
ビビ
リリ
テテ
ーー
シシ
ョョ
ンン
のの
専専
門門
職職
でで
ああ
るる
言言

語語
聴聴
覚覚
士士
でで
すす
。。 

言言
語語
聴聴
覚覚
士士
はは
、、
患患
者者
ささ
んん
やや
家家
族族
のの
方方

のの
希希
望望
にに
応応
じじ
てて
面面
談談
やや
検検
査査
をを
行行
いい
、、
そそ

れれ
ぞぞ
れれ
のの
症症
状状
にに
合合
わわ
せせ
たた
訓訓
練練
をを
実実
施施

しし
まま
すす
。。 

失失
語語
症症
のの
多多
くく
はは
脳脳
卒卒
中中
にに
よよ
るる
もも
のの

でで
すす
。。 

つつ
まま
りり
脳脳
卒卒
中中
をを
予予
防防
すす
れれ
ばば
失失
語語
症症

のの
予予
防防
にに
もも
つつ
なな
がが
りり
まま
すす
。。 

脳脳
卒卒
中中
のの
背背
景景
にに
はは
高高
血血
圧圧
、、
糖糖
尿尿
病病
、、

脂脂
質質
異異
常常
症症
なな
どど
がが
関関
与与
しし
てて
おお
りり
、、
食食
事事

（（
塩塩
分分
、、
糖糖
質質
やや
脂脂
質質
のの
過過
剰剰
摂摂
取取
をを
避避
けけ

るる
））、、
運運
動動
（（
無無
理理
のの
なな
いい
有有
酸酸
素素
運運
動動
））、、

スス
トト
レレ
スス
のの
軽軽
減減
（（
心心
臓臓
やや
血血
管管
にに
負負
担担
とと

かか
けけ
なな
いい
、、
良良
質質
のの
睡睡
眠眠
をを
とと
るる
））
のの
３３
つつ

がが
重重
要要
でで
すす
。。 

そそ
のの
他他
のの
言言
語語
障障
害害
やや
病病
気気
とと
のの

違違
いい 

失失
語語
症症
とと
間間
違違
わわ
れれ
やや
すす
いい
もも
のの
とと
しし

てて
「「
認認
知知
症症
」」
とと
「「
構構
音音
障障
害害
」」
がが
ああ
りり
まま

すす
。。 

●● 

認認
知知
症症 

失失
語語
症症
とと
認認
知知
症症
はは
混混
同同
ささ

れれ
がが
ちち
でで
すす
がが
、、
症症
状状
はは
明明
確確
にに
違違
いい
まま

すす
。。
認認
知知
症症
はは
、、
新新
しし
いい
事事
がが
記記
憶憶
でで
きき
ずず
、、

見見
当当
識識
（（
いい
つつ
、、
どど
ここ
でで
、、
誰誰
がが
、、
なな
どど
のの

状状
況況
把把
握握
））
がが
分分
かか
りり
にに
くく
くく
なな
るる
認認
知知
機機

能能
のの
障障
害害
でで
すす
。。
失失
語語
症症
でで
はは
、、
記記
憶憶
やや
認認

知知
機機
能能
にに
問問
題題
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。 

●● 

構構
音音
障障
害害 

まま
たた
、、
失失
語語
症症
とと
同同
じじ
言言

語語
障障
害害
のの
種種
類類
にに
「「
構構
音音
障障
害害
（（
ここ
うう
おお
んん

しし
ょょ
うう
がが
いい
））」」
とと
いい
うう
もも
のの
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

構構
音音
障障
害害
はは
、、
脳脳
卒卒
中中
なな
どど
のの
脳脳
のの
障障
害害

にに
よよ
っっ
てて
唇唇
やや
舌舌
のの
動動
きき
がが
悪悪
くく
なな
っっ
てて
、、

ろろ
れれ
つつ
がが
まま
わわ
らら
なな
くく
なな
るる
状状
態態
でで
すす
。。 

しし
かか
しし
、、
失失
語語
症症
でで
はは
、、
唇唇
やや
舌舌
をを
動動
かか

すす
機機
能能
そそ
のの
もも
のの
にに
はは
問問
題題
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。 

失失
語語
症症
のの
原原
因因
はは
？？ 

失失
語語
症症
はは
大大
脳脳
のの
言言
語語
中中
枢枢
のの
損損
傷傷
にに

よよ
りり
起起
ここ
るる
症症
状状
でで
、、
言言
語語
中中
枢枢
がが
損損
傷傷
ささ

れれ
るる
原原
因因
のの
多多
くく
がが
脳脳
梗梗
塞塞
やや
脳脳
出出
血血
、、
くく

もも
膜膜
下下
出出
血血
なな
どど
のの
脳脳
卒卒
中中
でで
すす
。。 

脳脳
梗梗
塞塞
をを
はは
じじ
めめ
とと
すす
るる
脳脳
卒卒
中中
をを
起起

ここ
すす
人人
のの
多多
くく
はは
中中
高高
年年
以以
上上
なな
のの
でで
、、
失失

語語
症症
をを
抱抱
ええ
てて
いい
るる
人人
のの
大大
半半
がが
やや
はは
りり

中中
高高
年年
以以
上上
でで
すす
。。 

他他
にに
はは
、、
交交
通通
事事
故故
なな
どど
にに
よよ
るる
頭頭
部部
外外

傷傷
やや
脳脳
腫腫
瘍瘍
なな
どど
でで
発発
症症
しし
てて
しし
まま
うう
ケケ

ーー
スス
もも
考考
ええ
らら
れれ
まま
すす
。。 

脳脳ににはは言言語語にに関関わわるる部部位位ががあありり、、そそのの部部位位をを「「言言語語中中枢枢」」とと言言いいまますす。。 

成成人人のの言言語語中中枢枢はは右右利利ききでで９９５５％％以以上上、、左左利利ききのの人人はは７７００％％以以上上がが大大脳脳のの左左側側ににあありりまますす。。 

言言語語中中枢枢はは、、ブブロローーカカ野野（（ぶぶろろーーかかやや））ととウウェェルルニニッッケケ野野（（ううぇぇるるににっっけけやや））とといいうう２２つつのの部部位位にに

分分けけらられれまますす。。ブブロローーカカ野野はは言言葉葉をを発発すするる機機能能にに、、ウウェェルルニニッッケケ野野はは話話しし言言葉葉をを聞聞いいてて理理解解すするるたためめ

のの機機能能にに関関与与ししてていいまますす。。例例ええばば、、言言葉葉をを聞聞いいてて理理解解すするるににはは左左脳脳ににああるるウウェェルルニニッッケケ野野とといいうう感感覚覚

性性のの言言語語中中枢枢をを使使いいまますすがが、、話話すすととききははブブロローーカカ野野とといいうう運運動動性性のの言言語語中中枢枢をを主主にに使使いいまますす。。 

言言言言語語語語中中中中枢枢枢枢ににににつつつついいいいてててて・・・・・・・・・・・・  

・・・・・・ ・・・・・・ 



友友
彦彦
のの
親親
父父
ささ
んん
がが
ボボ
クク
をを
呼呼
びび
つつ
けけ
たた
理理
由由
がが
、、
気気
にに
なな
っっ
たた
。。 

「「
父父
はは
、、
どど
うう
しし
てて
死死
んん
でで
しし
まま
っっ
たた
んん
でで
すす
かか
？？
」」
ボボ
クク
はは
単単
刀刀
直直
入入
にに
訊訊
いい
たた
。。 

 

友友
彦彦
のの
親親
父父
ささ
んん
がが
いい
よよ
いい
よよ
来来
たた
かか
とと
いい
うう
顔顔
をを
見見
せせ
たた
のの
でで
、、
ボボ
クク
はは
期期
待待

をを
膨膨
らら
まま
せせ
てて
親親
父父
ささ
んん
のの
口口
元元
をを
見見
つつ
めめ
たた
。。「「
奴奴
らら
にに
、、
ヤヤ
らら
れれ
たた
んん
だだ
。。」」
友友
彦彦

のの
親親
父父
ささ
んん
はは
、、
一一
言言
、、
つつ
ぶぶ
やや
いい
たた
。。「「
奴奴
らら
、、
っっ
てて
？？
」」
とと
口口
をを
挟挟
んん
だだ
のの
はは
、、
友友

彦彦
だだ
。。「「
子子
どど
もも
にに
、、
そそ
んん
なな
話話
をを
しし
なな
いい
でで
！！
」」
友友
彦彦
のの
おお
母母
ささ
んん
がが
強強
いい
口口
調調
でで
割割

りり
込込
んん
だだ
。。
友友
彦彦
のの
親親
父父
ささ
んん
はは
、、
おお
母母
ささ
んん
にに
優優
しし
いい
視視
線線
をを
流流
しし
てて
、、
ここ
うう
言言
っっ

たた
。。「「
そそ
うう
はは
言言
っっ
てて
もも
、、
知知
っっ
てて
おお
いい
たた
方方
がが
ママ
ササ
トト
君君
のの
たた
めめ
だだ
ろろ
うう
。。」」 

 

ボボ
クク
がが
観観
念念
しし
てて
いい
るる
とと
ここ
ろろ
にに
、、
まま
たた
耳耳
奥奥
でで
声声
がが
しし
たた
。。 

『『
そそ
んん
なな
ここ
とと
はは
、、
どど
うう
でで
もも
いい
いい
。。
』』
ボボ
クク
のの
父父
のの
声声
だだ
。。
押押
しし
殺殺
すす
よよ
うう
なな
声声
だだ
。。 

そそ
んん
なな
ここ
とと
？？
一一
体体
、、
何何
だだ
ろろ
うう
。。
そそ
のの
声声
をを
聴聴
いい
てて
ボボ
クク
のの
決決
心心
がが
つつ
いい
たた
。。 

「「
・・
・・
・・
父父
はは
、、
ボボ
クク
のの
中中
でで
、、
生生
きき
てて
いい
るる
みみ
たた
いい
なな
んん
でで
すす
。。」」 

 

友友
彦彦
一一
家家
のの
みみ
んん
なな
はは
、、
眼眼
をを
剥剥
（（
むむ
））
いい
てて
ボボ
クク
をを
見見
つつ
めめ
たた
。。 

『『
言言
っっ
てて
しし
まま
ええ
。。』』
耳耳
奥奥
かか
らら
のの
父父
のの
声声
だだ
。。 

 

とと
うう
とと
うう
ボボ
クク
はは
、、
事事
のの
顛顛
末末
をを
語語
るる
羽羽
目目
にに
なな
っっ
たた
・・
・・
・・
。。 

 

ボボ
クク
がが
最最
初初
にに
気気
付付
いい
たた
のの
はは
、、
喫喫
茶茶
『『
ババ
ーー
ババ
レレ
アア
』』
にに
いい
るる
とと
きき
だだ
っっ
たた
。。 

記記
憶憶
喪喪
失失
とと
診診
断断
ささ
れれ
てて
いい
たた
ボボ
クク
のの
耳耳
奥奥
でで
、、
知知
らら
なな
いい
男男
のの
声声
がが
しし
たた
。。 

男男
のの
声声
がが
『『
ぐぐ
うう
しし
』』
とと
囁囁
いい
たた
のの
だだ
。。
藕藕
絲絲
（（
ぐぐ
うう
しし
））
はは
、、
ハハ
スス
のの
茎茎
のの
繊繊
維維

かか
らら
作作
っっ
たた
糸糸
のの
ここ
とと
だだ
とと
、、
店店
主主
のの
瑠瑠
璃璃
ささ
んん
がが
教教
ええ
てて
くく
れれ
たた
。。 

そそ
のの
前前
かか
らら
時時
々々
、、
耳耳
奥奥
でで
嗚嗚
咽咽
がが
聴聴
ここ
ええ
てて
いい
たた
。。
ボボ
クク
のの
母母
がが
死死
んん
だだ
とと
きき
もも
、、

そそ
のの
声声
がが
しし
てて
、、
ボボ
クク
以以
上上
にに
悲悲
嘆嘆
にに
くく
れれ
てて
いい
るる
誰誰
かか
がが
ボボ
クク
のの
中中
にに
潜潜
んん
でで
いい
るる

とと
思思
っっ
たた
もも
のの
だだ
。。 

そそ
のの
とと
きき
もも
、、
母母
のの
病病
室室
でで
『『
ぐぐ
うう
しし
』』
とと
言言
うう
声声
がが
聴聴
ここ
ええ
たた
。。 

そそ
のの
のの
ちち
、、
綾綾
乃乃
ささ
んん
がが
象象
鼻鼻
杯杯
（（
ぞぞ
うう
びび
はは
いい
））
のの
ここ
とと
をを
教教
ええ
てて
くく
れれ
たた
時時
もも
、、

『『
ぞぞ
うう
びび
はは
いい
』』
とと
唸唸
るる
声声
がが
聴聴
ここ
ええ
たた
。。 

ここ
のの
ああ
たた
りり
かか
らら
、、
ボボ
クク
はは
、、
父父
のの
声声
だだ
とと
確確
信信
しし
てて
いい
たた
。。
そそ
しし
てて
、、『『
相相
手手
をを
リリ

スス
ペペ
クク
トト
すす
るる
ここ
とと
かか
らら
始始
めめ
よよ
うう
』』
とと
いい
うう
父父
のの
声声
をを
聴聴
いい
たた
頃頃
かか
らら
はは
、、
ボボ
クク
はは
、、

嫌嫌
味味
なな
そそ
のの
声声
がが
嫌嫌
いい
にに
なな
っっ
てて
いい
たた
・・
・・
・・
。。 

そそ
んん
なな
経経
緯緯
（（
いい
きき
ささ
つつ
））
をを
、、
ボボ
クク
はは
手手
早早
くく
、、
友友
彦彦
一一
家家
のの
みみ
んん
なな
にに
話話
しし

たた
。。 初初

めめ
はは
奇奇
異異
にに
感感
じじ
てて
いい
たた
らら
しし
いい
みみ
んん
なな
もも
、、
そそ
のの
うう
ちち
、、
ボボ
クク
のの
話話
にに
乗乗
っっ

てて
来来
たた
。。
ボボ
クク
のの
耳耳
奥奥
でで
、、
まま
たた
声声
がが
しし
たた
。。『『
イイ
カカ
アア
ララ
レレ
』』
とと
聴聴
ここ
ええ
たた
。。 

「「
ボボ
クク
のの
親親
父父
がが
、、
耳耳
奥奥
でで
イイ
カカ
アア
ララ
レレ
、、
っっ
てて
言言
っっ
てて
いい
まま
すす
がが
」」
唐唐
突突
にに
ボボ

クク
がが
言言
うう
やや
否否
やや
、、
友友
彦彦
のの
親親
父父
ささ
んん
はは
両両
手手
をを
打打
っっ
たた
。。 

「「
イイ
カカ
アア
ララ
レレ
っっ
てて
、、
ママ
ササ
トト
君君
はは
知知
っっ
てて
いい
るる
のの
かか
？？
」」 

「「
いい
ええ
。。
知知
りり
まま
せせ
んん
。。」」
とと
ボボ
クク
がが
答答
ええ
るる
とと
、、
友友
彦彦
のの
親親
父父
ささ
んん
はは
「「
そそ
うう
かか
。。

分分
かか
っっ
たた
」」
とと
だだ
けけ
答答
ええ
たた
。。
ボボ
クク
のの
父父
のの
好好
物物
だだ
とと
いい
うう
イイ
カカ
アア
ララ
レレ
とと
はは
、、
ノノ

しし
たた
燻燻
製製
のの
イイ
カカ
にに
甘甘
いい
味味
付付
けけ
をを
しし
たた
佃佃
煮煮
のの
よよ
うう
なな
もも
のの
らら
しし
いい
。。 

「「
久久
しし
ぶぶ
りり
でで
すす
ねね
。。
義義
弥弥
（（
よよ
しし
やや
））
ささ
んん
。。」」
友友
彦彦
のの
親親
父父
ささ
んん
はは
、、
ボボ
クク
のの

耳耳
奥奥
にに
向向
かか
っっ
てて
言言
っっ
たた
。。
義義
弥弥
とと
いい
うう
のの
はは
父父
のの
名名
前前
だだ
。。
友友
彦彦
のの
親親
父父
ささ
んん
はは
、、

ボボ
クク
のの
話話
をを
信信
用用
しし
たた
よよ
うう
だだ
。。 

ボボ
クク
のの
耳耳
奥奥
かか
らら
、、
父父
のの
嗚嗚
咽咽
がが
聴聴
ここ
ええ
たた
・・
・・
・・
。。 

紅紅
茶茶
をを
飲飲
みみ
ほほ
しし
てて
かか
らら
友友
彦彦
のの
親親
父父
ささ
んん
はは
、、
ボボ
クク
をを
連連
れれ
てて
緑緑
丘丘
寺寺
（（
りり
ょょ

くく
きき
ゅゅ
うう
じじ
））
のの
山山
門門
をを
くく
ぐぐ
っっ
たた
。。
友友
彦彦
もも
一一
緒緒
だだ
。。 

「「
やや
ああ
、、
君君
かか
。。」」
緑緑
丘丘
寺寺
のの
住住
職職
がが
ボボ
クク
のの
顔顔
をを
見見
るる
なな
りり
言言
っっ
たた
。。「「
喫喫
茶茶
『『
ババ

ーー
ババ
レレ
アア
』』
でで
見見
かか
けけ
たた
よよ
。。
そそ
のの
前前
はは
、、
明明
治治
橋橋
のの
とと
ここ
ろろ
でで
。。
そそ
れれ
かか
らら
、、
校校

長長
室室
でで
、、
なな
？？
」」
住住
職職
はは
ボボ
クク
にに
振振
っっ
たた
。。 

「「
そそ
うう
いい
うう
ここ
とと
なな
らら
、、
話話
はは
早早
いい
。。」」
友友
彦彦
のの
親親
父父
ささ
んん
がが
そそ
うう
言言
っっ
てて
、、
例例
のの
、、

ボボ
クク
のの
耳耳
奥奥
でで
生生
きき
てて
いい
るる
親親
父父
のの
話話
をを
しし
たた
。。 

住住
職職
はは
取取
りり
立立
てて
てて
驚驚
いい
たた
様様
子子
もも
なな
くく
、、「「
そそ
うう
いい
うう
ここ
とと
もも
、、
ああ
ろろ
うう
なな
」」
とと

答答
ええ
たた
。。
そそ
しし
てて
、、
話話
題題
をを
ガガ
ララ
ッッ
とと
変変
ええ
たた
。。 

「「
売売
りり
手手
市市
場場
のの
、、
今今
のの
世世
のの
中中
がが
ここ
のの
まま
まま
続続
いい
てて
ほほ
しし
いい
。。
そそ
うう
いい
うう
願願
望望

がが
、、
若若
いい
世世
代代
でで
強強
いい
。。
だだ
かか
らら
、、
ワワ
シシ
はは
緑緑
がが
丘丘
学学
園園
高高
校校
のの
生生
徒徒
にに
『『
キキ
レレ
キキ

レレ
・・
ダダ
ンン
スス
甲甲
子子
園園
』』
をを
提提
案案
しし
たた
んん
だだ
よよ
。。
もも
っっ
とと
、、
自自
分分
をを
羽羽
ばば
たた
かか
せせ
てて
みみ

ろろ
、、
とと
なな
。。」」 

緑緑
丘丘
寺寺
のの
住住
職職
はは
、、
静静
かか
にに
語語
っっ
たた
。。 

皆皆
様様
はは
「「
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
」」
とと
言言
ええ
ばば
、、
どど
のの
よよ
うう
なな

印印
象象
をを
おお
持持
ちち
でで
すす
かか
？？ 

社社
会会
かか
らら
隔隔
離離
ささ
れれ
、、
寂寂
れれ
たた
病病
院院
のの
よよ
うう
なな
場場
所所

でで
、、
寝寝
たた
きき
りり
のの
高高
齢齢
者者
がが
暮暮
らら
すす
、、
そそ
のの
よよ
うう
なな
印印

象象
をを
持持
たた
れれ
るる
方方
もも
多多
いい
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
。。 

とと
ここ
ろろ
がが
、、
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
をを
取取
りり
巻巻
くく
状状
況況
はは
介介
護護

保保
険険
制制
度度
がが
始始
まま
っっ
てて
2200
年年
余余
りり
でで
大大
きき
くく
変変
わわ
りり
、、

多多
種種
多多
様様
なな
高高
齢齢
者者
用用
のの
入入
居居
施施
設設
ササ
ーー
ビビ
スス
がが
生生
まま

れれ
てて
いい
まま
すす
。。
そそ
のの
中中
でで
老老
舗舗
とと
もも
いい
うう
べべ
きき
「「
特特
別別

養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
（（
特特
養養
））」」
にに
つつ
いい
てて
紹紹
介介
しし
まま
すす
。。 

特特
養養
はは
現現
在在
、、
介介
護護
度度
３３
以以
上上
のの
日日
常常
的的
にに
介介
護護
をを

必必
要要
とと
しし
、、
自自
宅宅
でで
生生
活活
がが
困困
難難
なな
方方
がが
利利
用用
でで
きき
るる

施施
設設
でで
すす
。。
国国
のの
方方
針針
でで
、、
全全
室室
個個
室室
のの
ユユ
ニニ
ッッ
トト
型型

のの
特特
養養
がが
増増
ええ
まま
しし
たた
。。 

入入
居居
者者
がが
自自
立立
しし
てて
心心
豊豊
かか
にに
過過
ごご
せせ
るる
よよ
うう
にに

様様
々々
なな
取取
りり
組組
みみ
をを
しし
てて
いい
まま
すす
。。
施施
設設
内内
でで
カカ
ララ
オオ

ケケ
、、
麻麻
雀雀
はは
もも
とと
よよ
りり
、、
アア
スス
レレ
チチ
ッッ
クク
ジジ
ムム
やや
居居
酒酒 

入入
居居
者者
のの
安安
全全
性性
向向
上上
とと
職職
員員
のの
負負
担担
軽軽
減減
がが
図図
らら
れれ

るる
よよ
うう
にに
なな
りり
、、
介介
護護
職職
員員
はは
充充
実実
しし
たた
ケケ
アア
にに
取取
りり
組組
めめ

るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

超超
高高
齢齢
社社
会会
はは
まま
だだ
まま
だだ
続続
きき
、、
終終
のの
棲棲
家家
のの
選選
択択
肢肢
はは

増増
ええ
てて
いい
まま
すす
。。
情情
報報
収収
集集
をを
しし
なな
がが
らら
理理
想想
のの
老老
後後
のの
過過

ごご
しし
方方
をを
考考
ええ
、、
家家
族族
とと
話話
しし
合合
うう
ここ
とと
はは
重重
要要
でで
すす
。。 

最最
期期
まま
でで
自自
分分
らら
しし
くく
生生
きき
るる
たた
めめ
にに
、、
元元
気気
なな
うう
ちち
かか

らら
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
にに
つつ
いい
てて
考考
ええ
てて
みみ
てて
はは
いい
かか
がが
でで
しし
ょょ

うう
かか
？？  

（（ 

特特
養養
「「
なな
のの
りり
のの
杜杜
」」
介介
護護
科科
長長 

中中
村村 

毅毅 

）） 

屋屋
をを
備備
ええ
るる
施施
設設
もも
ああ
りり

まま
すす
。。 

介介
護護
現現
場場
のの
様様
子子
もも
大大

きき
くく
変変
わわ
りり
まま
しし
たた
。。 

最最
先先
端端
のの
セセ
ンン
ササ
ーー
技技

術術
なな
どど
をを
取取
りり
入入
れれ
、、
睡睡
眠眠

やや
健健
康康
状状
態態
チチ
ェェ
ッッ
クク
、、
転転

倒倒
防防
止止
、、
夜夜
間間
のの
見見
守守
りり
をを

介介
護護
ロロ
ボボ
ッッ
トト
がが
実実
施施
。。 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （６）

伊伊
い

古古兄兄
こあに

 ロロタタ

第第 2277 話話 好好物物ははイイカカアアララレレ
「緑が丘学園高校」の高梨真人を主人公にした

青春ミステリー小説です。全４８話です。

次作「が丘レディ」（全 107 話）が「盛岡タイムス」紙で木曜日に連載されています。今年で完結だとか。

がが丘丘ボボーーイイ読読みみ切切りり連連作作小小説説

観光地は楽しいですね。東北にも、楽しい場所がありますが、

ちょっと珍しい場所を求めて、旅をしてみました！（編集室）

御御
所所
湖湖
のの
西西
端端
にに
ああ
るる
「「
フフ
ァァ
ミミ
リリ

ーー
ララ
ンン
ドド
」」。。 

今今
年年
のの
ポポ
ピピ
ーー
、、
見見
ごご
ろろ
でで
しし
たた
。。 

雫雫
石石
町町
のの
御御
所所
湖湖
広広
域域
公公
園園
のの
「「
フフ
ァァ
ミミ
リリ

ーー
ララ
ンン
ドド
」」
のの
ポポ
ピピ
ーー
畑畑
がが
満満
開開
でで
しし
たた
。。 

花花
びび
らら
がが
風風
にに
揺揺
れれ
てて
綺綺
麗麗
でで
しし
たた
。。 

紙紙
上上
よよ
りり
おお
届届
けけ
しし
まま
すす
。。 

毎毎
年年
、、
見見
頃頃
はは
、、
５５
月月
下下
旬旬
かか
らら
６６
月月
上上
旬旬

まま
でで
、、
とと
のの
ここ
とと
。。 

テテ
レレ
ビビ
、、
ママ
スス
ココ
ミミ
でで
、、
見見
頃頃
のの
時時
期期
がが
伝伝

ええ
らら
れれ
まま
すす
のの
でで
、、
来来
年年
はは
、、
ぜぜ
ひひ
、、
行行
っっ
てて

みみ
てて
下下
ささ
いい
。。 

場場所所ななどどはは御御所所湖湖広広域域公公園園ののホホーームムペペーージジををごご覧覧くくだだささいい。。 
hhttttppss::////wwwwww..kkooiiwwaaii..ccoo..jjpp//sshhiitteeiikkaannrrii//ggoossyyoo__ppaarrkk// 

彩雲が出ていました(6/1)

第第 1111 回回  御御所所湖湖ののポポピピーー 

雫石町「ファミリーランド」

フファァミミリリーーママーートト 西西松松園園店店 

2244時時間間営営業業ししてていいまますす！！ 
西西松松園園１１丁丁目目１１－－１１５５ 

コ
ン
ビ
ニ
・
ボ
ー
イ

ああ
のの
子子
とと 

ココ
ンン
ビビ
ニニ
でで
待待
ちち
合合
わわ
せせ
。。 

硝硝
子子
製製
のの
青青
いい
ブブ
レレ
スス
レレ
ッッ
トト 

ああ
のの
子子
はは 

受受
けけ
取取
っっ
てて
くく
れれ
るる
かか
なな
？？ 

そそ
れれ
とと
もも 

ここ
のの
夏夏
、、
空空
振振
りり
かか
なな
？？ 

「「
仕仕
方方
なな
いい
」」
っっ
てて 

言言
ええ
なな
いい
よよ
（（
泣泣
））。。 

   ＰＰ

松松園園 
ババスス・・ 
タターーミミナナルル 

松松
園園
方方
面面 

四四
十十
四四
田田
ダダ
ムム

方方
面面 

緑緑
がが
丘丘
方方
面面 

１１ココママ  99,,000000 円円（（税税別別）） 

広広
告告
募募
集集 

これが、１コマ広告です。
メール、ファックスでお申し込みください。
→メール iwate.forum2015@gmail.com
→ FAX 019- 641-9678

連連絡絡ががごござざいいまますす時時はは、、メメーールル又又はは FFAAXX ででおお願願いいししまますす！！  電電話話応応対対はは難難ししいいでですす。。 

行行っったたここととあありりまますすぅぅ？？ 

名名所所見見聞聞録録東東北北

第第２２話話 「「特特養養」」っっててどどんんななととこころろ？？ 

高齢化社会と言われて久しい。福祉の取り組み

も進んでいます。上米内で運営されている特別

養護老人ホーム「なのりの杜」のスタッフさん

に、日々の想いを綴ってもらいます。（編集室）。
連載 介介護護のの話話

「丘の上 tomorrow」改め



SSccrraattcchh((ススククララッッチチ)) 専専用用ののササイイトトととはは ？？ 
小小学学校校ののププロロググララミミンンググ教教育育ででもも最最もも使使わわれれてていいるる教教材材でで、、小小学学生生ででもも簡簡単単にに操操

作作ででききるるよよううにに専専用用ののブブロロッッククをを組組みみ合合わわせせななががららププロロググララミミンンググををししてていいきき

まますす。。イインンタターーネネッットトをを使使いい専専用用ののササイイトトにに無無料料登登録録すすれればば、、誰誰ででもも使使うう事事がが出出

来来まますす。。 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

第第 2266 話話  「「ププロロググララミミンンググのの入入門門」」にに最最適適！！ 

専用サイト「「ススククララッッチチ」」ののごご紹紹介介 

 

第第 1122 回回 

エエンンデディィンンググノノーートト 

連連
載載 

葬祭事業で地域貢献している

駒木葬祭さんにお願いして「終

活のススメ」のエッセーを連載

します。（編集室）

還還か
え

るる
前前
のの

「「「「
終終終終
活活活活
」」」」  

終終
活活
エエ
ッッ
セセ
ーー 

今どきの教育事情について「能開センター緑が丘校」の佐藤先生と
「個別指導 Axis 緑が丘校」の水野先生に綴っていただきます。（編集室）

第第 1144 回回 

自自分分だだけけのの「「参参考考書書」」

今今
どど
きき
のの

「「「「
学学学学
びびびび
」」」」

教教
育育
エエ
ッッ
セセ
ーー 

抽抽選選でで、、１１名名様様にに！！ 

「「フファァミミママ西西松松園園店店」」（（西西松松園園１１丁丁目目１１－－１１５５））ささんんにに、、 

受受けけ取取りりにに行行けけるる方方ののみみ、、ごご応応募募くくだだささいい。。 
ククイイズズｄｄｅｅププレレゼゼンントト 

ハハガガキキにに、、〒〒、、住住所所、、氏氏名名、、電電話話番番号号をを明明記記のの上上、、「「ククイイズズのの答答ええ・・・・・・・・」」とと記記載載。。 

葉葉書書ののみみででのの応応募募。。締締めめ切切りり、、令令和和 44 年年 88 月月 55 日日（（当当日日消消印印有有効効））。。 

当当選選品品引引換換券券のの発発送送をを持持っってて発発表表ににかかええまますす。。個個人人情情報報はは用用途途以以外外にに使使用用いいたたししまませせんん。。  

応応募募先先 〒〒002200--00661111 滝滝沢沢市市巣巣子子 220088 番番地地 3311  ＮＮＰＰＯＯ法法人人 いいわわてて地地域域活活性性化化フフォォーーララムム 

「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん 丘丘」」編編集集室室 宛宛てて 

ここれれ、、何何ででししょょうう？？ 

前前号号のの正正解解はは 

「「ススママホホ」」ででししたた。。 

（（ヒヒンントト））今今はは、、めめっったたにに使使いいまませせんん。。 

終終
活活
にに
関関
しし
てて
ここ
れれ
まま
でで
大大
まま
かか
なな
事事
をを
紹紹

介介
しし
てて
まま
いい
りり
まま
しし
たた
がが
、、
ここ
ここ
かか
らら
一一
つつ
一一

つつ
細細
かか
くく
紹紹
介介
しし
てて
いい
きき
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

最最
初初
にに
エエ
ンン
デデ
ィィ
ンン
ググ
ノノ
ーー
トト
のの
書書
きき
方方
にに

つつ
いい
てて
、、
私私
のの
体体
験験
をを
交交
ええ
なな
がが
らら
紹紹
介介
しし
てて

いい
きき
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

エエ
ンン
デデ
ィィ
ンン
ググ
ノノ
ーー
トト
にに
共共
通通
しし
てて
ああ
るる
項項

目目
はは
、、
まま
ずず
はは
自自
分分
自自
身身
のの
振振
りり
返返
りり
でで
すす
。。 

ここ
れれ
まま
でで
生生
きき
てて
きき
たた
、、
いい
わわ
ばば
「「
自自
分分
史史
」」

のの
よよ
うう
なな
もも
のの
でで
すす
。。
私私
自自
身身
、、
書書
いい
てて
みみ
てて

一一
番番
苦苦
手手
部部
分分
でで
しし
たた
。。 

終終
活活
アア
ドド
ババ
イイ
ザザ
ーー
のの
講講
習習
のの
時時
、、
書書
いい
てて

来来
るる
よよ
うう
にに
とと
言言
わわ
れれ
書書
いい
てて
みみ
まま
しし
たた
がが
、、

ここ
ここ
はは
最最
後後
まま
でで
書書
くく
事事
がが
でで
きき
まま
せせ
んん
でで
しし

たた
。。
1100
代代
のの
頃頃
のの
一一
番番
楽楽
しし
かか
っっ
たた
事事
・・
悲悲
しし

かか
っっ
たた
事事
・・
好好
きき
なな
事事
・・
おお
世世
話話
なな
っっ
たた
方方
々々

等等
、、
細細
かか
くく
項項
目目
がが
分分
かか
れれ
てて
いい
まま
しし
たた
。。 

ああ
まま
りり
思思
いい
出出
せせ
ずず
、、
仕仕
方方
なな
くく
2200
代代
・・
3300

代代
はは
……
？？
とと
進進
めめ
てて
行行
きき
まま
すす
がが
、、
やや
はは
りり
、、

なな
かか
なな
かか
思思
いい
出出
すす
事事
がが
出出
来来
ずず
、、
書書
けけ
たた
とと

しし
てて
もも
一一
言言
だだ
けけ
「「
結結
婚婚
しし
たた
」」「「
祖祖
母母
がが
亡亡
くく

なな
っっ
てて
悲悲
しし
かか
っっ
たた
」」「「
子子
どど
もも
がが
生生
まま
れれ
てて
嬉嬉

しし
かか
っっ
たた
」」
等等
、、
なな
んん
とと
かか
書書
いい
てて
いい
まま
しし
たた
。。 

ああ
まま
りり
にに
もも
書書
けけ
なな
かか
っっ
たた
のの
でで
最最
後後
にに
書書

ここ
うう
とと
思思
いい
、、
他他
のの
ペペ
ーー
ジジ
かか
らら
進進
めめ
てて
いい
くく

ここ
とと
にに
しし
まま
しし
たた
。。 

最最
初初
のの
頃頃
、、
私私
はは
、、「「
終終
活活
」」
はは
死死
んん
でで
いい
くく

時時
のの
もも
のの
。。
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
自自
分分
がが
亡亡

くく
なな
っっ
たた
時時
にに
残残
っっ
たた
家家
族族
、、
身身
近近
なな
人人
がが
困困

っっ
たた
りり
迷迷
っっ
たた
りり
しし
なな
いい
よよ
うう
にに
自自
分分
のの
気気
持持

ちち
をを
残残
しし
てて
おお
くく
ここ
とと
がが
「「
終終
活活
」」。。
とと
思思
っっ
てて

いい
まま
しし
たた
。。 

しし
かか
しし
、、
本本
来来
「「
終終
活活
」」
はは
、、
ここ
れれ
かか
らら
のの

自自
分分
にに
向向
きき
合合
うう
ここ
とと
。。「「
ここ
れれ
かか
らら
のの
生生
きき
方方

にに
向向
きき
合合
うう
事事
がが
大大
切切
だだ
」」
とと
思思
いい
「「
終終
活活
」」

にに
対対
すす
るる
考考
ええ
方方
をを
変変
ええ
てて
みみ
まま
しし
たた
。。 

「「
もも
うう
、、
5500
才才
もも
過過
ぎぎ
、、
後後
はは
老老
いい
てて
いい
くく

のの
をを
待待
つつ
ばば
かか
りり
」」
とと
、、
どど
ここ
かか
ママ
イイ
ナナ
スス
なな

考考
ええ
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
考考
ええ
方方
がが
変変
わわ
っっ

たた
らら
、、
まま
たた
書書
いい
てて
みみ
よよ
うう
とと
思思
っっ
たた
時時
、、
前前

よよ
りり
もも
思思
いい
出出
せせ
るる
事事
がが
多多
くく
なな
りり
書書
いい
てて
いい

くく
事事
がが
出出
来来
まま
しし
たた
。。 

項項
目目
にに
捉捉
わわ
れれ
なな
いい
でで
1100
代代
のの
頃頃
のの
流流
行行
のの

歌歌
やや
音音
楽楽
・・
フフ
ァァ
ッッ
シシ
ョョ
ンン
なな
どど
にに
振振
りり
返返
っっ

てて
みみ
るる
とと
、、
一一
緒緒
にに
遊遊
んん
だだ
友友
達達
とと
のの
事事
なな
どど

思思
いい
出出
しし
楽楽
しし
いい
気気
持持
ちち
でで
書書
くく
ここ
とと
がが
出出
来来

まま
すす
。。 

無無
理理
をを
せせ
ずず
楽楽
しし
みみ
なな
がが
らら
書書
いい
てて
みみ
まま
しし

ょょ
うう
。。
時時
々々
、、
テテ
レレ
ビビ
番番
組組
でで
流流
れれ
るる
懐懐
メメ
ロロ

をを
聴聴
くく
とと
楽楽
しし
くく
思思
いい
出出
せせ
まま
すす
よよ
。。 

 
 

（（
終終
活活
アア
ドド
ババ
イイ
ザザ
ーー
・・
馬馬
場場
ミミ
ツツ
子子
）） 

十十
数数
年年
前前
のの
ここ
とと
でで
すす
。。
夏夏
期期
講講
習習
のの
申申
しし

込込
みみ
にに
来来
たた
中中
学学
三三
年年
生生
がが
、、
テテ
スス
トト
のの
成成
績績

をを
私私
にに
見見
せせ
てて
言言
いい
まま
しし
たた
。。 

「「
わわ
たた
しし
、、
どど
うう
しし
てて
もも
〇〇
〇〇
高高
校校
にに
行行
きき
たた

いい
でで
すす
。。」」 

そそ
のの
実実
力力
テテ
スス
トト
のの
点点
数数
はは
、、
ちち
ょょ
うう
どど
三三

〇〇
〇〇
点点
。。
志志
望望
校校
まま
でで
一一
〇〇
〇〇
点点
はは
足足
りり
てて
いい

なな
いい
状状
況況
でで
しし
たた
。。
残残
りり
七七
かか
月月
でで
ププ
ララ
スス
一一

〇〇
〇〇
点点
。。
そそ
のの
日日
かか
らら
、、
そそ
のの
生生
徒徒
のの
戦戦
いい
がが

始始
まま
りり
まま
しし
たた
。。 

幸幸
いい
にに
もも
そそ
のの
生生
徒徒
はは
、、
そそ
れれ
まま
でで
にに
実実
施施

しし
たた
テテ
スス
トト
やや
ププ
リリ
ンン
トト
をを
全全
てて
整整
理理
しし
てて

取取
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。 

嫌嫌
なな
もも
のの
かか
らら
逃逃
げげ
るる
よよ
うう
にに
封封
印印
ささ
れれ

てて
いい
たた
もも
のの
をを
解解
きき
放放
ちち
、、
中中
学学
のの
初初
めめ
のの
定定

期期
テテ
スス
トト
かか
らら
全全
てて
『『
解解
きき
なな
おお
しし
』』
をを
しし
てて

いい
きき
まま
しし
たた
。。 

たた
だだ
解解
くく
のの
でで
はは
なな
くく
、、
どど
うう
解解
けけ
ばば
よよ
かか

っっ
たた
のの
かか
、、
どど
うう
考考
ええ
れれ
ばば
よよ
いい
のの
かか
、、
教教
科科

ごご
とと
にに
一一
つつ
ひひ
とと
つつ
丁丁
寧寧
にに
ノノ
ーー
トト
をを
作作
っっ

てて
いい
きき
まま
しし
たた
。。 

テテ
スス
トト
のの
とと
きき
にに
はは
そそ
のの
ノノ
ーー
トト
をを
持持
っっ

てて
いい
きき
、、
開開
始始
前前
にに
確確
認認
作作
業業
をを
すす
るる
。。
そそ
うう

すす
るる
ここ
とと
でで
テテ
スス
トト
前前
のの
自自
分分
にに
とと
っっ
てて
必必

要要
なな
情情
報報
をを
まま
とと
めめ
るる
力力
もも
つつ
いい
てて
いい
っっ
たた

よよ
うう
でで
しし
たた
。。 

冬冬
にに
はは
、、
問問
題題
集集
のの
解解
説説
にに
もも
劣劣
らら
なな
いい

『『
自自
分分
だだ
けけ
のの
参参
考考
書書
』』
がが
出出
来来
上上
がが
りり
つつ

つつ
ああ
りり
まま
しし
たた
。。 

テテ
スス
トト
でで
取取
れれ
るる
点点
数数
もも
順順
調調
にに
伸伸
びび
、、

受受
験験
前前
のの
最最
後後
のの
模模
試試
でで
はは
三三
八八
〇〇
点点
。。 

ああ
とと
二二
〇〇
点点
。。 

決決
断断
のの
時時
でで
すす
。。 

そそ
のの
生生
徒徒
はは
、、
どど
うう
しし
てて
もも
最最
後後
まま
でで
自自

信信
がが
持持
てて
ずず
、、
志志
望望
校校
をを
下下
げげ
てて
しし
まま
いい
まま

しし
たた
。。 

しし
かか
しし
、、
そそ
ここ
にに
悔悔
いい
はは
なな
くく
、、
前前
向向
きき

にに
受受
験験
にに
臨臨
んん
でで
いい
まま
しし
たた
。。 

 

受受
験験
当当
日日
はは
、、
書書
きき
溜溜
めめ
たた
ノノ
ーー
トト
一一
〇〇

冊冊
をを
受受
験験
会会
場場
にに
持持
っっ
てて
いい
っっ
たた
そそ
うう
でで

すす
。。 そそ

れれ
まま
でで
のの
蓄蓄
積積
がが
自自
信信
にに
なな
りり
、、
焦焦
るる

ここ
とと
なな
くく
試試
験験
をを
受受
けけ
らら
れれ
たた
よよ
うう
でで
すす
。。 

受受
験験
終終
了了
後後
のの
自自
己己
採採
点点
でで
はは
四四
〇〇
〇〇
点点

ほほ
どど
でで
しし
たた
がが
、、
開開
示示
ささ
れれ
たた
結結
果果
はは
四四
二二

八八
点点
とと
、、
当当
初初
のの
目目
標標
点点
をを
大大
きき
くく
超超
ええ
るる
、、

県県
内内
トト
ッッ
ププ
高高
にに
もも
合合
格格
でで
きき
るる
得得
点点
をを
たた

たた
きき
出出
しし
まま
しし
たた
。。 

しし
かか
もも
、、
受受
験験
しし
たた
高高
校校
のの
トト
ッッ
ププ
のの
成成

績績
でで
のの
合合
格格
。。 

後後
日日
、、
「「
先先
生生
、、
責責
任任
取取
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい

（（
笑笑
））」」
とと
冗冗
談談
交交
じじ
りり
にに
言言
わわ
れれ
、、
新新
入入
生生

代代
表表
挨挨
拶拶
をを
、、
私私
もも
一一
緒緒
にに
考考
ええ
るる
ここ
とと
にに

なな
りり
まま
しし
たた
。。 

子子
どど
もも
たた
ちち
にに
とと
っっ
てて
、、
何何
かか
をを
始始
めめ
るる

きき
っっ
かか
けけ
とと
なな
るる
夏夏
休休
みみ
がが
近近
づづ
いい
てて
いい
まま

すす
。。 ここ

のの
夏夏
休休
みみ
、、
子子
どど
もも
たた
ちち
はは
大大
きき
くく
変変

わわ
れれ
まま
すす
。。
ぜぜ
ひひ
、、
そそ
のの
きき
っっ
かか
けけ
をを
与与
ええ

てて
ああ
げげ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。 

（（
佐佐
藤藤
祥祥
夫夫
先先
生生
）） 

ププレレゼゼンントト品品 

ＱＱＵＵＯＯカカーードド 

（（千千円円分分））  

ここんんににちちはは、、YYEESS パパソソココンン学学院院のの江江見見でですす！！ 

最最近近、、小小学学校校かかららププロロググララミミンンググのの授授業業がが取取りり

入入れれらられれ始始めめままししたた。。 

昔昔はは、、ププロロググララミミンンググとと言言ええばば、、シシスステテムムエエンン

ジジニニアアやや一一部部ののパパソソココンン上上級級者者ののももののででししたたがが、、

時時代代もも変変わわっっててききたたももののでですすねね。。学学校校教教育育ででここれれ

ららがが取取りり入入れれらられれるる理理由由ととししててはは・・・・・・ 

①①ままずずはは、、身身近近なな生生活活ででココンンピピュューータターーがが活活用用 

さされれてていいるるここととにに気気付付かかせせるる。。 

②②問問題題のの解解決決ににはは必必要要なな手手順順ががああるるここととをを教教 

ええ、、論論理理的的思思考考をを身身にに付付けけるる。。 

③③各各教教科科でで育育ままれれるる思思考考力力をを基基盤盤ととししななががらら、、 

基基礎礎的的なな「「ププロロググララミミンンググ的的思思考考」」をを身身にに付付けけ 

るるこことと。。とと言言わわれれてていいまますす。。 

ででもも、、いいききななりりププロロググララミミンンググととかか難難ししいいでですす

よよねね。。とといいううここととでで、、今今回回はは、、学学校校教教育育ででもも使使わわ

れれてていいるる「「ススククララッッチチ」」とといいううププロロググララミミンンググをを

ごご紹紹介介ししまますす！！ 

江江見見

え み

 真真 一一

まさかず

先先生生 

パパソソココン 人に聞けない 話題題 ン 人に聞けない 話連載

（７）

＜＜よよここののカカギギ＞＞ 

①① 緑緑がが丘丘ににああるるダダンンススススタタジジオオささんん。。〇〇〇〇〇〇〇〇４４文文字字 

③③ 緑緑がが丘丘ににああるる学学習習塾塾ささんん。。〇〇〇〇〇〇〇〇 ４４文文字字 

④④ 北北山山でで葬葬祭祭業業をを営営んんででいいまますす。。〇〇〇〇〇〇葬葬祭祭ささんん 

⑨⑨ 松松園園ににああるるススーーパパーー・・〇〇〇〇〇〇ままつつぞぞののささんん。。 

＜＜たたててののカカギギ＞＞ 

②② 高高松松ににああるる脳脳神神経経内内科科ささんん。。〇〇〇〇〇〇〇〇ククリリニニッックク 

⑤⑤ 高高松松ににああるる鍼鍼灸灸治治療療院院ささんん。。〇〇〇〇〇〇鍼鍼灸灸。。３３文文字字 

⑥⑥ 緑緑がが丘丘ににああるる○○○○〇〇〇〇〇〇一一番番館館ささんん。。「「聴聴ここええ」」 

⑦⑦ 緑緑がが丘丘ににああるる「「〇〇〇〇とと aaoo のの美美容容室室」」ささんん。。２２文文字字 

⑧⑧ 上上米米内内ににああるる老老人人ホホーームム〇〇〇〇〇〇のの杜杜ささんん。。３３文文字字 

⑩⑩ 舟舟にに乗乗るる人人ののこことと 船船長長 航航海海士士 〇〇〇〇〇〇〇〇４４文文字字  

⑪⑪ セセメメンントトにに水水・・砂砂をを混混ぜぜ合合わわせせてて作作るる建建築築材材料料。。 

ココンンククリリーートトとと異異ななりり、、砂砂利利がが含含ままれれてていいなないい。。 

⑫⑫ 鶏鶏肉肉ののこことと。。英英語語。。３３文文字字 

●●答答のの「「４４文文字字」」ののヒヒンントト：：前前触触れれ無無しし。。突突然然。。 

答答（（４４文文字字）） 

第第２２回回 

緑緑緑緑がががが丘丘丘丘ごごごご当当当当地地地地 

登登録録方方法法 
11..YYaahhoooo やや GGooooggllee ななどどのの検検索索ササイイトトをを使使いい「「ススククララッッチチ」」でで検検索索ししてて、、「「SSccrraattcchh でで

ははじじめめよようう！！ププロロググララミミンンググ入入門門」」をを開開ききまますす。。 

※※ 宝宝くくじじののススククララッッチチをを開開かかなないいよようう気気をを付付けけままししょょうう！！ 

22..右右上上ににああるる SSccrraattcchh にに参参加加ししよよううボボタタンンをを押押ししまますす。。 

33..ユユーーザザーー名名ととパパススワワーードドをを入入力力ししアアカカウウンントト登登録録をを進進めめままししょょうう。。 

※※ 無無料料でで登登録録ででききまますす。。 

44..登登録録がが完完了了ししたた後後はは、、上上ににああるる「「作作るる」」ボボタタンンかかららププロロググララミミンンググがが出出来来まますす。。 

ままたた、、「「見見るる」」ボボタタンンかからら、、全全世世界界のの方方がが作作っったたゲゲーームムをを遊遊ぶぶここととももででききまますす！！ 

 

ＮＮＨＨＫＫののイイーーテテレレででももススククララッッチチをを使使っっててゲゲーームムをを作作るるとといいうう番番組組がが放放送送さされれ

てていいまますす。。ちちななみみにに YYEESS パパソソココンン学学院院のの当当教教室室ででもも、、小小中中学学生生をを対対象象にに、、ここのの

ススククララッッチチのの授授業業ががあありりまますす。。夏夏休休みみにに挑挑戦戦ししててみみててははいいかかががででししょょううかか？？！！ 

イイ

 

ロロ

 

ハハ

 

ニ

 イイキキナナリリ 

前前号号のの解解解解答答答答発発表表！！
１１ ２２

３３

４４

５５

７７

６６

８８

1100

 

９９

1122

 イイ

 ロロ

 

ハハ

 

ニニ

 

ナ

モチイ

ベルフ

ホ
チ
ョ
ウ
キ

ノ

ワ
タ
ナ

1111

 

カ
コマキゼリ

サ
サ
キ

タ ル
タフ

イ

キ
ン

ごご
応応
募募
、、
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。 

次次
回回
をを
おお
楽楽
しし
みみ
にに
！！ 

2 コマ 18,000 円（税別）

これが、全体で 2 コマです。

46 号線で見た虹

広広告告募募集集 ！！ 

メール、ファックスでお申し込みください。
→メール iwate.forum2015@gmail.com
→ FAX 019- 641-9678

ごご自自分分ののおお店店ののこことと、、 
ここのの新新聞聞でで紹紹介介ししててみみまませせんんかか ？？  

「スクラッチ」の
トップページ

※※前前号号第第 77 頁頁でで「「前前号号のの正正解解はは『『鈴鈴』』」」とと掲掲載載ししままししたたがが、、

正正ししくくはは、、「「前前号号のの正正解解はは『『腕腕時時計計』』」」ででししたた。。 

おお詫詫びびのの上上、、訂訂正正いいたたししまますす。。 

可
愛
い
球
状
！

丸
い
部
分
を
上
か
ら
軽
く
押
す
と
点
灯
し
、

再
度
押
す
と
更
に
明
る
く
、
次
に
押
す
と
消
え
ま
す
。。 

イ
ン
テ
リ
ア
に
も
馴
染
み
や
す
い
、

優
し
い
シ
ン
プ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

ＬＬＥＥＤＤラライイトトでで熱熱くくななりりまませせんん。。 
夜夜のの授授乳乳ややおおむむつつ替替ええのの時時、、キキャャンンププにに持持ちち出出ししてて 
ななどど、、いいろろんんなな使使いい方方ががででききまますす。。 

上上田田３３丁丁目目５５−−２２５５  
電電話話 ６６２２２２－－００５５９９３３ 

（（有有））柿柿沢沢電電器器

誰誰ががつつけけたた？？  そそのの名名！！ 

詳詳ししくくはは、、下下記記ををごご覧覧くくだだささいい。。 

hhttttppss::////ppaannaassoonniicc..jjpp//bbaatttteerryy//pprroodduuccttss//ffllaasshhlliigghhtt//llaanntteerrnn..hhttmmll 

非非常常時時ににもも役役にに立立つつフフェェーーズズ・・フフリリーー！！ 

ラランンタタンン（（LLaanntteerrnn））はは、、ギギリリシシャャ語語のの

「「輝輝くく」」がが語語源源だだととかか。。ラランンププののよよううにに

置置くくだだけけででははななくく、、携携帯帯すするるととききのの持持ちち

手手ががああるるももののをを言言ううととなな。。 球球
たま

ラランンタタンン 

可
愛
い
球
状
！

丸
い
部
分
を
上
か
ら
軽
く
押
す
と
点
灯
し
、

再
度
押
す
と
更
に
明
る
く
、
次
に
押
す
と
消
え
ま
す

イ
ン
テ
リ
ア
に
も
馴
染
み
や
す
い
、

優
し
い
シ
ン
プ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

懐中電灯として

ベッドサイドの読書灯に

「「日日常常時時」」とと「「非非常常時時」」とといいうう２２つつのの「「フフェェーーズズ」」
ををフフリリーーににすするる。。家家電電がが非非常常時時ににもも役役にに立立ちちまますす。。 



 

「「魅魅」」？？  馬馬?? 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （８）

第第 77９９回回 

ここんんななににユユニニーーククなな方方がが。。 

丘丘丘丘のののの上上上上のののの人人人人  好好ききななここととをを仕仕事事にに出出来来てて、、 
ここんんななにに素素晴晴ららししいいここととははあありりまませせんん。。 

「ひねもす ほっと茶屋」さんの紹介があり、地元のジャズシンガー

さんを訪ねました。（編集室）

８８月月６６日日（（土土））おおででっっててホホーールル「「小小林林ゆゆううここ音音楽楽教教室室 第第 88 回回発発表表会会」」 

今今年年のの発発表表会会ににはは、、ゲゲスストトををアアメメリリカカかかららおお迎迎ええししまますす。。ppiiaannoo 二二見見勇勇気気氏氏、、

gguuiittaarr ザザッックク・・オオーーススレレンンダダーー氏氏、、bbaassss ジジェェーームムズズ・・ヘヘーーゼゼルルウウッッドド・・デデイイルル

氏氏、、vvooccaall ロロビビーー・・ペペイイトト氏氏ななどどでですす。。ジジャャズズをを楽楽ししんんででももららいいたたいいでですす。。 

是是非非、、足足をを運運んんででくくだだささいい。。協協賛賛ししてて下下ささるる企企業業様様をを募募っってておおりりまますす。。 

ププロロフフィィーールル 

hhttttpp::////kkoobbaayyaasshhiiyyuukkoo..ccoomm// 

ジジャャズズシシンンガガーー。。福福島島県県会会津津若若松松市市出出身身。。郡郡山山女女子子大大学学短短期期大大学学部部

音音楽楽科科声声楽楽専専攻攻卒卒業業。。 

22001100 年年第第 3300 回回浅浅草草 JJAAZZZZ ココンンテテスストト、、ボボーーカカルル部部門門ででググラランンププリリ受受

賞賞。。22001111 年年第第 1122 回回神神戸戸ジジャャズズヴヴォォーーカカルルククイイーーンンココンンテテスストトででググララ

ンンププリリ受受賞賞。。（（フフリリーー百百科科事事典典『『ウウィィキキペペデディィアア（（WWiikkiippeeddiiaa））』』よよりり））

小小林林ゆゆううここ音音楽楽教教室室 

福福
島島
県県
のの
生生
まま
れれ
でで
すす 

郡郡
山山
のの
ほほ
うう
のの
大大
学学
のの
音音
楽楽
科科
・・
声声
楽楽
専専
攻攻
をを
卒卒

業業
しし
まま
しし
たた
がが
、、
クク
ララ
シシ
ッッ
クク
のの
声声
楽楽
家家
にに
なな
ろろ
うう

とと
はは
思思
いい
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
。。 

ジジ
ャャ
ズズ
をを
歌歌
うう
キキ
ッッ
カカ
ケケ
はは
、、
父父
がが
よよ
くく
行行
っっ
てて

いい
たた
ララ
イイ
ブブ
ハハ
ウウ
スス
でで
のの
体体
験験
がが
大大
きき
いい
とと
思思
いい
まま

すす
。。
二二
十十
代代
後後
半半
のの
ここ
ろろ
でで
すす
。。 

アア
メメ
リリ
カカ
にに
留留
学学
もも 

両両
親親
とと
カカ
ララ
オオ
ケケ
をを
楽楽
しし
んん
だだ
りり
しし
てて
、、
音音
楽楽
一一

家家
のの
よよ
うう
なな
とと
ここ
ろろ
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。 

歌歌
うう
とと
きき
のの
役役
にに
立立
つつ
かか
とと
思思
っっ
てて
アア
メメ
リリ
カカ
にに

留留
学学
しし
たた
経経
験験
もも
ああ
りり
まま
すす
。。 

当当
時時
一一
緒緒
にに
ララ
イイ
ブブ
をを
しし
てて
いい
たた
仲仲
間間
やや
後後
にに
結結

婚婚
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
るる
主主
人人
がが
、、
私私
のの
歌歌
をを
ＣＣ
ＤＤ
にに
しし

てて
くく
れれ
まま
しし
たた
。。 

シシ
アア
トト
ルル
でで
会会
っっ
たた
方方
とと
盛盛
岡岡
でで
再再
会会 

皆皆
ささ
んん
にに
もも
っっ
とと
ジジ
ャャ
ズズ
をを
聴聴
いい
てて
もも
らら
いい
たた
いい

とと
思思
いい
まま
すす
。。 

ビビ
ッッ
クク
リリ
しし
たた
体体
験験
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
神神
戸戸
のの
ジジ
ャャ

ズズ
ヴヴ
ォォ
ーー
カカ
ルル
クク
イイ
ーー
ンン
ココ
ンン
テテ
スス
トト
でで
ググ
ララ
ンン
ププ

リリ
をを
いい
たた
だだ
きき
、、
そそ
のの
副副
賞賞
とと
しし
てて
神神
戸戸
のの
姉姉
妹妹
都都

市市
のの
シシ
アア
トト
ルル
でで
のの
ワワ
ンン
ママ
ンン
ココ
ンン
ササ
ーー
トト
にに
行行
くく

ここ
とと
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。
そそ
ここ
でで
知知
りり
合合
っっ
たた
日日
本本
人人

のの
方方
がが
仕仕
事事
でで
盛盛
岡岡
にに
いい
らら
しし
たた
のの
でで
すす
。。 

そそ
のの
方方
がが
盛盛
岡岡
にに
店店
をを
開開
くく
とと
いい
うう
事事
にに
なな
っっ

てて
、、
開開
店店
のの
｛｛
ここ
けけ
らら
落落
とと
しし
｝｝
のの
とと
きき
にに
主主
人人
とと

一一
緒緒
にに
呼呼
ばば
れれ
てて
歌歌
いい
まま
しし
たた
。。 

そそ
のの
のの
ちち
、、
盛盛
岡岡
のの
方方
々々
をを
紹紹
介介
しし
てて
いい
たた
だだ
きき
、、

今今
のの
活活
動動
のの
大大
きき
なな
キキ
ッッ
カカ
ケケ
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。
出出

会会
いい
とと
いい
うう
のの
はは
、、
有有
りり
難難
いい
もも
のの
でで
すす
ねね
。。 

温温
泉泉
巡巡
りり
をを
しし
てて
みみ
たた
いい 

岩岩
手手
にに
来来
てて
かか
らら
、、
温温
泉泉
巡巡
りり
がが
趣趣
味味
にに
なな
りり
まま

しし
たた
。。
今今
年年
はは
玉玉
川川
温温
泉泉
にに
行行
きき
たた
いい
とと
思思
っっ
てて
いい

まま
すす
。。 

今今
、、
音音
楽楽
教教
室室
もも
やや
っっ
てて
いい
まま
しし
てて
、、
詩詩
吟吟
のの
方方

がが
ボボ
イイ
スス
トト
レレ
ーー
ニニ
ンン
ググ
をを
兼兼
ねね
てて
やや
っっ
てて
来来
たた
りり

しし
まま
すす
。。 

歌歌手手ににななりりたたいいとといいうう憧憧れれはは、、子子どどもものの
頃頃かからら強強かかっったたでですす。。郡郡山山ののラライイブブハハウウスス
でで毎毎月月、、地地元元ののババンンドドのの皆皆ささんんとと一一緒緒ににララ
イイブブでで歌歌っってていいままししたた。。 
東東京京ににもも出出ててラライイブブををややりりままししたた。。十十年年
ほほどど前前ににはは、、全全国国的的ななジジャャズズココンンテテスストトでで
最最高高賞賞ををいいたただだいいたたりりししままししたた。。 
滝滝沢沢市市にに移移住住ししてて、、ココンンササーートト活活動動ななどど
をを始始めめままししたた。。 
音音楽楽とと共共にに生生ききてて来来てて、、何何よよりりもも好好ききなな
事事をを仕仕事事にに出出来来てていいるる。。ここんんななにに素素晴晴ららしし
くく幸幸せせななここととははあありりまませせんん。。 

編編
集集
後後
記記 

「「
神神
様様
はは
ササ
イイ
ココ
ロロ
をを
振振
らら
なな
いい
」」

アア
イイ
ンン
シシ
ュュ
タタ
イイ
ンン
がが
言言
っっ
たた
とと
かか
。。 

観観
測測
ささ
れれ
るる
現現
象象
がが
偶偶
然然
にに
支支
配配

ささ
れれ
るる
ここ
とと
がが
ああ
るる
、、
とと
すす
るる
量量
子子
力力

学学
をを
批批
判判
しし
たた
らら
しし
いい
。。
アア
イイ
ンン
シシ
ュュ

タタ
イイ
ンン
とと
しし
てて
はは
、、
現現
象象
にに
はは
必必
ずず
法法

則則
がが
ああ
るる
とと
のの
立立
場場
かか
らら
、、
〝〝
神神
様様
″″

をを
比比
喩喩
とと
しし
てて
用用
いい
たた
のの
でで
しし
ょょ
うう
。。 

アア
イイ
ンン
シシ
ュュ
タタ
イイ
ンン
のの
学学
説説
もも
量量

子子
力力
学学
もも
知知
らら
なな
いい
のの
でで
、、
真真
偽偽
のの
ほほ

どど
はは
分分
かか
りり
まま
せせ
んん
がが
、、
次次
のの
よよ
うう
にに

はは
言言
ええ
まま
すす
。。
すす
べべ
てて
はは
ワワ
タタ
クク
シシ
のの

筋筋
書書
どど
おお
りり
なな
のの
デデ
スス
かか
らら
、、
ワワ
タタ
クク

シシ
はは
「「
ササ
イイ
ココ
ロロ
はは
振振
らら
なな
いい
」」。。 

たた
だだ
、、
でで
すす
ねね
。。 

すす
べべ
てて
がが
筋筋
書書
どど
おお
りり
なな
のの
でで
しし

たた
らら
、、
次次
のの
よよ
うう
なな
子子
どど
もも
のの
質質
問問
にに

答答
ええ
てて
ほほ
しし
いい
。。 

「「
どど
ーー
しし
てて
、、
ああ
のの
よよ
うう
なな
行行
いい
をを

やや
めめ
ささ
せせ
らら
れれ
なな
いい
のの
？？
」」 

22001177 年年 77 月月 東東京京都都内内  

江江古古田田そそるるととぴぴーーななつつ  LLiivvee 

22002222 年年 44 月月 盛盛岡岡 

BBaarr CCaaffee tthhee SS   LLiivvee 

ピピアアニニスストト小小野野孝孝司司氏氏

((中中央央))、、ギギタタリリスストト小小林林

道道夫夫氏氏((右右)) とと。。 

22001188 年年 33 月月 盛盛岡岡 

開開運運橋橋ジジョョニニーー  LLiivvee 

（（ 滝滝沢沢市市 ジジャャズズシシンンガガーー ）） 

小小林林
こばやし

 ゆゆううここ ささんん 

音音音音楽楽楽楽教教教教室室室室  発発発発表表表表会会会会ののののおおおお知知知知ららららせせせせ  

夫夫ははギギタターーリリスストトでで、、音音楽楽ププロロデデュューーササーーのの仕仕事事をを
ししてていいまますす。。夫夫のの実実家家ががああるる岩岩手手にに来来てて十十年年以以上上にになな
りりまますす。。 
岩岩手手ににはは親親戚戚もも居居なないいののでで初初めめののこころろははドドキキドドキキでで
ししたたがが、、ごご飯飯もも美美味味ししいいでですすしし、、苦苦手手だだっったた魚魚もも食食べべ
らられれるるよよううににななりりままししたた（（笑笑））。。 

自自分分ががここここでで生生かかさされれてて、、
スステテーージジでで歌歌ううここととがが出出来来
てて嬉嬉ししいいでですす。。 

ジジジジャャャャズズズズラララライイイイブブブブ  写写写写真真真真集集集集  


